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【 写真 】いまりんモーモちゃんによる交通安全キャンペーン（４月 11 日：大川小学校）

５月は消費者月間です
特　集

　〜築こう　豊かな消費社会　誰一人取り残さない 2019〜

人がいきいきと活躍する　幸せ実感のまち
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　編集室から
　人の動き
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書道コンクールで日本一の快挙

あ
し
ら
っ
た
盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
６
歳
か
ら
習
っ
て
い
る
と
い
う

習
字
。「
た
く
さ
ん
書
く
ほ
ど
上
手

に
な
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」
と
話

す
堀
田
さ
ん
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
応
募
作
を
選
ぶ
の
に
50
枚
ほ
ど

も
書
い
た
そ
う
で
す
。「
日
本
一
に

な
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
書
き
ま

し
た
。『
ぼ
』の
字
が
難
し
か
っ
た
」

と
言
う
堀
田
さ
ん
。「
ま
た
一
番
に

な
り
た
い
」
と
、
す
で
に
次
の
目

標
を
定
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
深
浦
市
長
は
、
力
強
く
伸
び
伸

び
と
書
か
れ
た
作
品
に
感
じ
入
り

な
が
ら
、「
習
字
も
勉
強
も
ス
ポ
ー

ツ
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

堀田心彩さんに市民賞

　
４
月
４
日
、
市
は
、
書
道
の
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
獲
得

し
た
東
山
代
小
３
年
の
堀
田
心こ

こ

彩あ

さ
ん
に
、
伊
万
里
市
民
賞
を
贈
り

ま
し
た
。

　
堀
田
さ
ん
は
、
平
成
30
年
11
月
、

第
62
回
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最
高
賞

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
作

品
は
『
た
ん
ぼ
』
で
、
全
国
か
ら

１
４
２
万
点
が
寄
せ
ら
れ
た
中
で

の
受
賞
と
い
う
快
挙
で
す
。

　
市
役
所
を
訪
れ
、
受
賞
作
品
を

披
露
し
た
堀
田
さ
ん
に
、
深
浦
弘
信

市
長
は
「
多
く
の
市
民
に
夢
や
感

動
を
与
え
、
伊
万
里
の
名
声
を
高

め
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
陶
板
を

↑市民賞を贈られ、作品を披露した堀田さん（右から２人目）

t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

いまりんモーモちゃん
から交通安全のグッズ
を受け取る新１年生。
４月 11 日、大川小学
校で交通安全キャン
ペーンがありました。
入学式の前に、子ども
たちはモーモちゃん
と、交通安全のお約束
をしました。【10 ペー
ジに関連記事を掲載】
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『消費者』って

何だろう？

特　集

５月は消費者月間です

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

　『
消
費
者
』と
は
、お
金
を
払
っ

て
商
品
を
手
に
入
れ
た
り
、サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
た
り
す
る

人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
朝
起
き
て
か
ら

夜
眠
り
に
就
く
ま
で
、
電
気
を

つ
け
て
、水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
っ

て
顔
を
洗
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で

パ
ン
を
買
っ
て
…
と
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
買

い
物
を
し
た
り
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。
意
識
せ
ず
に
毎

日
『
消
費
行
動
』
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
み
な
『
消

費
者
』
な
の
で
す
。

　
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
、
私
た
ち
消
費
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
規
制
緩
和

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
進

展
に
よ
り
、利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
や
商
品
の
提
供
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
払
い
方

法
も
現
金
払
い
の
ほ
か
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
複
雑
化
し
て
お
り
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商
法
や

詐
欺
の
手
口
も
日
々
巧
妙
化
し

て
お
り
、
悪
質
業
者
や
詐
欺
グ

ル
ー
プ
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で

消
費
者
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
に

は
、
経
済
力
、
情
報
の
質
や
量
、

交
渉
力
な
ど
に
大
き
な
格
差
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、

消
費
者
の
中
で
も
さ
ら
に
弱
い

立
場
で
あ
る
と
い
え
る
若
者
と

高
齢
者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
配
慮
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、

よ
く
あ
る
相
談
事
例
と
そ
の

対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
『
消
費
者
』
で
あ

る
こ
と
の
自
覚
を
持
ち
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　〜築こう　豊かな消費社会　誰一人取り残さない 2019 〜
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平
成
30
年
度
の
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
件
数
は

３
３
２
件
。
相
談
当
事
者
を
年
齢

別
に
み
る
と
、
70
歳
以
上
の
割
合

が
約
33
％
と
多
く
、
次
い
で
60
歳

代
が
約
22
％
と
、
高
齢
者
の
割
合

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
50
歳
代
以
上
の
人
か
ら

の
相
談
は
特
に
架
空
請
求
な
ど
に

ま
つ
わ
る
相
談
が
多
く
、
一
方
で

40
歳
代
以
下
の
人
か
ら
の
相
談

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
通
信
関

連
に
ま
つ
わ
る
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
相
談
の
傾
向
と
し
て
、
最
も
多

い
の
は
、
架
空
請
求
は
が
き
や
架

空
請
求
メ
ー
ル
に
関
す
る
相
談
。

次
に
多
い
の
は
、
光
回
線
契
約
、

副
業
や
投
資
な
ど
で
高
額
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
称
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売

さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
『
情
報

商
材
』、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
。
そ

の
他
は
多
重
債
務
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
投
資
型
商
品
な
ど
、
金

融
に
関
す
る
相
談
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
年
多
く
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
年
代
別
の
相
談
内
容
や
、
全
体
的
な
相
談

の
傾
向
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

契約とは

平成 30 年度消費生活相談トップ 10

年　代 相談件数 うち最も多い相談の内容 件 数 備　　　考

20 歳未満 2 インターネット・通信関連 2

20 歳代 19 インターネット・通信関連 5 金融関連サービス（５件）が同順位

30 歳代 26 インターネット・通信関連 5 商品一般（３件）、被服品（３件）、金融関連サービス（３件）が２位

40 歳代 45 インターネット・通信関連 12 金融関連サービス（11 件）が２位

50 歳代 31 商品一般（架空請求など） 8 インターネット・通信関連（４件）、土地・建物（４件）が２位

60 歳代 72 商品一般（架空請求など） 18 インターネット・通信関連（10 件）が２位

70 歳以上 111 商品一般（架空請求など） 33 インターネット・通信関連（13 件）が２位

その他・不明 26

合　計 332

　契約とは、法的な責任のある約束

のこと。一旦結ぶと、どちらかの都

合で一方的に契約を解消することは

できません。

　契約は、『買い手』が『申し込み』

をして、『売り手』がそれを『承諾』

したときに成立します。つまり当事

者同士の間で合意をすれば成立する

のです。

年代別相談件数・内容

順　位 商品・役務名 件　数 内　　　容

１ 商品一般 65 架空請求はがき・架空請求メールなどに関する相談

２ インターネット・通信関連 52 光回線、ＳＮＳの情報商材、出会い系サイトなどに関する相談

３ 金融関連サービス 40 多重債務、投資商品、クレジットカードなどに関する相談

４ 健康食品など 23 健康食品などの購入に関する相談

５ その他の役務 22 冠婚葬祭互助会などに関する相談

５ 土地・建物・設備 22 塗装工事、瓦止工事、賃貸アパート、太陽光発電システム、土地などに関
する相談

７ 教養娯楽品 21 新聞やスマートフォンの契約などに関する相談

８ 住居品 20 浄水器、布団、火災警報器などの契約トラブル

９ 保健衛生品 15 配置薬、化粧品などの購入に関する相談

10 その他の相談 14 相隣関係、家計管理

年間全相談件数　332 件（※上記の合計ではない）
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未
成
年
者
（
未
成
年
者
が
結
婚

し
て
い
る
場
合
は
除
く
）
が
契
約

を
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
法
定

代
理
人
（
親
権
者
や
未
成
年
後
見

人
）
の
同
意
が
必
要
で
す
。
法
定

代
理
人
は
、
未
成
年
者
の
代
わ
り

に
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
未
成
年
者
が
同
意
を
得
な
い

で
行
っ
た
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
無
料
で
物
を
も
ら
う

場
合
や
お
小
遣
い
の
使
い
道
な
ど

に
つ
い
て
は
、
同
意
は
い
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
未
成
年
者
が
成
人
で

あ
る
と
う
そ
を
つ
い
た
り
、
保
護

者
の
同
意
を
得
て
い
る
と
信
じ
さ

せ
た
り
す
る
な
ど
、
相
手
を
だ
ま

し
た
場
合
に
は
、
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
成
年
年
齢
を
20
歳
か
ら
18
歳
に

引
き
下
げ
る
民
法
改
正
案
が
成
立

し
、
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

４
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
知
識
や
経
験
、
理
解
力
、
判
断

力
が
不
十
分
な
若
者
は
、
悪
質
業

者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
や
す

く
、
実
際
に
現
在
で
も
、
19
歳
ま

で
と
比
較
し
て
、
未
成
年
取
消
し

が
で
き
な
く
な
る
20
歳
以
降
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
と
、
今
後
は
18
歳
に
な
っ

た
時
点
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
、

社
会
経
験
の
ほ
と
ん
ど
な
い
若
者

の
消
費
者
被
害
が
増
加
す
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
成
年
に
な
る
前
の

早
い
う
ち
か
ら
、
消
費
に
つ
い
て

学
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
成
年
者
の
契
約

成
年
に
な
る
前
か
ら
消
費
者
の
意
識
を

　
知
識
や
経
験
な
ど
が
不
十
分
な
た
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
若
者
。
注
意
す
る
点
な
ど
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

成
年
年
齢
が
18
歳
に

　情報商材とは、インターネットなどで、副業や投

資、ギャンブルなどで高額収入を得るためのノウハ

ウなどと称して販売されている情報のことです。

情報商材

　〈相談事例〉

　インターネットで『誰でもすぐ収入が得られる』

という広告を見つけたため連絡すると、確実にも

うけることができると言われ、情報商材の代金と

して 50 万円を払った。しかし、なかなか収入が得

られない。その後、連絡が取れなくなってしまった。

　〈対処法〉

・『楽にもうかる』ことは通常ありえない。怪しい

と思ったら、連絡しない。

・高額な契約の話になったり、話が違うと思ったら、

きっぱり契約を断る。

・借金をしてまで契約しない。

　マルチ商法とは、会員が新規会員を誘い、その

会員がさらに別の会員を誘うことで、階層組織を

拡大する仕組みです。「知り合いを誘って会員にす

ると、報酬を得ることができる」などと勧誘して、

商品などを購入させたりします。

マルチ商法

　〈相談事例〉

　大学の友達から「いいアルバイトがある」と誘

われ、説明会で商品の販売店の登録をした。登録

料は 35 万円。勧められるまま、消費者金融から

の借り入れをして支払った。その後、商品は全く

売れず、返済もできずにいる。

　〈対処法〉

・『楽にもうかる』ことは通常ありえない。

・友達や知人から勧誘されて断りにくくても、そ

の場で絶対に契約しない。必要がなければきっ

ぱりと断る。

・借金をしてまで契約しない。

５月は消費者月間です　〜築こう 豊かな消費社会　誰一人取り残さない 2019 〜特　集

若者 に多いトラブルと
そ の 対 処 法
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高
齢
者
は
、

▼
健
康
な
ど
へ
の
不
安
が
あ
っ
た

り
、
孤
独
を
感
じ
て
い
た
り
す
る

場
合
が
多
い
た
め
、
そ
の
心
理
を

利
用
し
た
巧
み
な
言
葉
に
だ
ま
さ

れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
　

▼
一
人
住
ま
い
や
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
、
ま
た
日
中
一
人
で
家
に
い

る
と
い
う
環
境
が
多
く
、
契
約
す

る
と
き
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た

あ
と
も
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
被
害

高
齢
者
に
も
多
い
ト
ラ
ブ
ル

　
健
康
不
安
や
孤
独
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
契
約
上

の
被
害
に
あ
い
や
す
い
高
齢
者
。
対
処
法
の
確
認
と
と
も
に

周
囲
の
見
守
り
も
必
要
で
す
。

被
害
に
あ
い
や
す
い
特
徴

周
囲
が
見
守
り
を

　点検商法とは、「無料で点検する」などと言って

家を訪問し、点検後、うそをついたり消費者の不

安をあおったりして、高額な商品やサービスを契

約させる悪質商法です。

点検商法（屋根、浄水器、布団）

　〈相談事例〉

　「市役所から依頼されて排水管の点検をしてい

る」と業者が訪問してきた。点検後、「清掃をした

方がいい」と言われ、その場で契約した。後で市

役所に確認したら、点検は依頼されていないこと

が分かった。

　〈対処法〉

・「無料で点検」と言って訪問してくる業者には対

応しない。

・公的機関の名前を出して訪問してきた場合は、そ

の機関へ確認する。

・点検や清掃を勧められても、必要がなければきっ

ぱり断る。

・その場で契約を促されても応じない。あとで家族

に相談したり、他社からも見積もりを取ったりし

て、冷静に検討する。

　ＮＴＴ東日本およびＮＴＴ西日本が光回線サー

ビスの卸売り（他社に販売すること）を開始しま

した。卸売りを受けた事業者が提供する光回線サー

ビスを『光コラボレーション』といい、プロバイダー

や携帯電話などのさまざまなサービスと組み合わ

せて消費者へ提供されています。

電話勧誘販売（光回線）

　〈相談事例〉

　契約中の通信事業者の名前で電話があり、「光回

線が今より千円ぐらい安くなる」と勧誘された。単

なるプランの変更だと思って手続きをしたら、後

日、別会社との契約になっていることが分かった。

　〈対処法〉

・契約しようとする事業者名やプランの内容など

を、正確に確認する。

・その場ですぐに契約しない。現在の契約と提案さ

れている契約の内容について十分比べたうえで、

必要がなければきっぱり断る。

・光回線の契約は、電気通信事業法の『初期契約解

除制度』の対象になり、契約書面が届いて８日間

以内であれば、解約ができます。（ただし、解約

しても、事務手数料やすでに利用したサービスの

料金など、支払う必要がある料金もあります。）

を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
現
代
の
多
様
化
し
た
消
費
者
環

境
へ
の
適
応
が
難
し
か
っ
た
り
、

新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
の
判
断

に
よ
っ
て
、
な
か
な
か
周
囲
へ
の

相
談
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
は
、
自
分
か
ら
は
な
か

な
か
相
談
が
で
き
ま
せ
ん
。家
庭
や

地
域
で
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

高齢者に寄り添う社会でありたい

　さまざまなステージに分けられる私

たちの人生。中でも老年期は、人生経

験は豊富であるものの、身体的にも心

理的にも、不安を抱えながら生きる時

期と言えます。

　そんな不安を取り除くために私たち

にできること。一つは『高齢者にも役

割を』ということです。家庭や地域社

会で役割を持つことが自己肯定感につ

ながります。自己肯定感とは、自分で

自分を認めることです。もう一つは、

高齢者のこれまでの人生に寄り添いな

がら、尊敬の念を持って話に耳を傾け

ること。

　高齢者だけでなく誰に対してでもそ

のような配慮ができれば、誰もが幸せ

に生きられる社会の実現につながるの

ではないでしょうか。

高齢者 に多いトラブルと
そ の 対 処 法
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私
が
大
学
３
年
の
冬
。
街
で
声

を
か
け
ら
れ
、
友
人
と
一
緒
に
ビ

ル
の
高
層
階
に
連
れ
て
行
か
れ
て

英
会
話
教
材
の
強
引
な
勧
誘
に
あ

い
ま
し
た
。
幸
い
な
ん
と
か
契
約

を
せ
ず
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
気
付
け
ば
時
刻
は
23
時
。

な
ん
と
７
時
間
以
上
も
勧
誘
を
受

け
続
け
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
話
を
友
人
に
し
た
と
こ

ろ
、「
つ
い
て
行
っ
た
の
が
悪
い
」

「
無
理
や
り
に
で
も
帰
っ
て
く
れ

ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と
言
わ
れ
、

と
て
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。
と
て

も
帰
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　
消
費
生
活
相
談
員
に
な
っ
て
初

め
て
、
こ
れ
が
「
悪
質
で
違
法
な

勧
誘
方
法
だ
っ
た
ん
だ
」
と
知
り

ま
し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
あ
の

と
き
、
断
り
き
れ
な
い
ま
ま
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
人
が
た
く
さ
ん

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。

　
引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
方
が

悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
者
は
商
売
の
プ
ロ
で
す
。

事
業
者
は
法
律
を
守
り
な
が
ら
適

切
に
事
業
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま

す
。
違
法
な
販
売
方
法
は
決
し
て

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
社
会
的
経
験
の
少
な
い
若
者
、

そ
し
て
高
齢
者
は
、
特
に
『
悪
質

業
者
』
に
ね
ら
わ
れ
や
す
く
、
言

葉
巧
み
に
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、
自

分
が
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
に
さ
え

気
付
け
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

す
。
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
知
り
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
げ
れ
ば
一
番

よ
い
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、『
何

か
あ
っ
た
と
き
に
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
を
知
っ
て
お
く
こ

と
』
は
、
い
わ
ば
お
守
り
の
よ
う

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
買
い
物
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
」

「
詐
欺
か
し
ら
」「
こ
れ
っ
て
ど
う

な
の
」
な
ど
、
少
し
で
も
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
消
費
生
活
相
談
員
が
皆
さ
ん

の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ

い
お
手
伝
い
し
ま
す
。

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

困ったときは、一人で悩まず早めに相談を　〜消費生活センター〜

　消費生活センターは、事業者と消費者の間で起こった契約トラブルや多重債務、架空請求など、
消費生活全般に関する苦情や問い合わせを市民の皆さんから受け付け、助言や情報提供をしてい
ます。また、多発している消費者トラブルの周知や出前講座などの啓発活動も行っています。

　秘密は厳守、相談は無料です
● 市消費生活センター（市役所１階　市民サービス係内　☎㉓２１３６）
　相談日時　月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）　午前 10 時〜午後４時

● 県消費生活センター（佐賀市　アバンセ）　☎０９５２㉔０９９９）
　相談日時　毎日（年末年始を除く）　午前９時〜午後５時

● 消費者ホットライン　１８８（いやや！）
　最寄りの消費生活センターにつながります。

『消費者庁　消費者ホットライン１８８
 イメージキャラクター　イヤヤン』

　出前講座を利用してみませんか
　消費者トラブルについて、専門の講師を派遣して出前講座を行ってい

ます。平成 30 年度は、老人会や地域の集まり、小学校や高校で開催し、

約 760 人が参加しました。講座の内容は、各世代に応じて設定してい

ます。また受講する団体などと事前打ち合わせを行い、希望に沿った内

容にしています。

　皆さんも、地区や団体などで出前講座を活用してみませんか。

《テーマ・内容の例》

・契約の基礎知識、悪質商法の実態と対策（若者・一般向け）

・悪質商法に対する高齢者の被害防止（高齢者向け）

・高齢者・障害者の被害防止と早期発見、解決策（支援・見守り関係者

　向け）

・インターネット・携帯電話トラブル　など

　さまざまな消費者トラブルによる

被害を防止するため、相談件数が多

い事例と対応策などを紹介するパネ

ル展を開催します。

● 期　間　５月 16 日（木）〜

31 日（金）
● 場　所　市役所１階　市民ロビー

消費者啓発パネル展

消費生活相談員

大木 千絵美

５月は消費者月間です　〜築こう 豊かな消費社会　誰一人取り残さない 2019 〜特　集
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

市内の小学校１年生にと、伊万里商工会議所女性会が市教育

委員会に鉛筆削り器を贈呈しました。浦川嘉子会長ほか３

人が市役所を訪れ、１年生の各クラスに１個ずつ、22 クラ

ス分を松本定教育長に渡しました。平成 25 年度から贈呈を

続けており、今回が７回目。浦川会長は、「これまで大事に

使ってもらっているので贈りがいがあります」と話しました。

商工会議所女性会が新一年生に鉛筆削り器を贈呈

未来を担う子どもたちへの贈り物

3.18

↑鉛筆削り器を贈呈した浦川会長（右から２人目）と女性
会の皆さん

3.17

3.17

3.21

↑古い建物をリノベーションしてカフェをオープンした先輩
経営者の話を聞く参加者

市街地の空家や、空家をリノベーションして開業した店舗

などを巡る『空家＆番館ツアー』がありました。特定非営

利活動法人まちづくり伊萬里が開催したもので、空家を利

用した出店に興味を持つ人などが参加。実際の空家を見て

賃貸の条件を確かめたり、すでに開業した先輩から苦労話

を聞いたりして、出店のイメージを膨らませていました。

空家＆番館ツアー

やってみませんか。リノベーションで出店

スタミナ焼肉オリエンテーリング

頑張ったあとの焼肉は最高

豊かな自然の中で親子や青少年にふれあいや交流の機会を

提供しようと、都川内森林公園でスタミナ焼肉オリエン

テーリングがありました。家族連れなど 64 チーム 267 人

が参加。チェックポイントごとにゲームに挑戦し、焼肉用

の具材を獲得しながらゴールを目指しました。頑張って最

後まで歩き終えた参加者は、焼肉や抽選会を楽しみました。

目隠しをしてロープを伝いながらゴールを目指す『暗黒の世界』

楽しみにしていた焼肉。焼けるのが待ち遠しい竹のやりを投げて『風船割り』

得
点
の
高
い
ホ
ー
ル
を
狙
え
。

『
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
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み ん な の 広 場

元号予想ワークショップ

私の考えた新元号はこれ

3.31

↑本物の新元号を発表する気分で記念撮影をする参加者

新元号を予想するワークショップが市民図書館でありま

した。27 の新元号が寄せられ、伊万里高校の書道部員が

揮
き

毫
ごう

。参加者は自分の予想した元号が書かれた半紙ととも

に記念撮影をしていました。『令和』をピタリと予想した

人はいませんでしたが、『福和』や『安和』など、『和』の

字を入れた人が５人。平和への願いなのかもしれません。

浦ノ崎桜の駅まつり

花と人で大盛況の桜の名所

3.31

↑桜のトンネルの中、ホームに滑り込む松浦鉄道の車両

満開の桜の下、たくさんの来場者でにぎわう会場

松浦鉄道浦ノ崎駅で桜の駅まつりがありました。物産販売

や音楽ライブ、伊万里松浦病院によるまちかど健康教室

などが行われました。駅周辺の桜は満開。少し寒かったに

もかかわらず、市内外から多くの家族連れなどが訪れまし

た。来場者は花見をしたり桜のトンネルを抜ける鉄道車両

を撮影したりと、思い思いに春のひとときを楽しみました。
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3.21-23

市民参加型Ｗｅｂ素材作成ワークショップ

やってみよう。情報発信

これからの地域の情報発信について話す株式会社ペライチ
の山下取締役

簡単かつ効果的にインターネットでの情報発信を行って

もらうための、市民向けのイベントがありました。ホーム

ページ作成サービスを提供する株式会社ペライチの山下

翔一取締役によるトークイベントのほか、プロのライター

やカメラマンによる、ワークショップ形式での文章表現

や写真撮影の講座などがあり、多くの人が参加しました。

3.28

市民図書館を出発し、子どもたちが行き先を知らされず

に市内各地を巡る『どきどき★ミステリーツアー』があ

りました。伊万里のまちづくりや歴史に興味を持っても

らおうと市が実施したもので、15 人の小学生が参加。

市役所やカブトガニの館（瀬戸町）、松浦一酒造（山代

町）などを訪れ、行く先々で新たな発見をしていました。

『どきどき★ミステリーツアー』

どこへ行くのか分からない発見の旅

↑最初に訪れた市役所。市議会議場で議員席に座り、名前の
書かれた標柱を立てる体験をする子どもたち

↑プロカメラマンの野田尚之さんによる写真撮影講座の様子



ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

河か

鹿じ
か

な
く  

小こ

径み
ち

た
ど
れ
ば  

懐な
つ

か
し
き

　
　
　
　
　
　

小お

川が
わ

の
飛と

び
石い
し  

幼お
さ
な

き
ま
ま
に

中
倉　

文
枝

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田
中　

南な
ん

嶽が
く

一い
っ

片ぺ
ん

の  

雲く
も

無な

き
朝
あ
し
た   

時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

　
４
月
11
日
、
大
川
小
学
校
で
、

新
１
年
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
学
校
に
入
学
し
た
ば

か
り
の
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
と
、
市
交
通
対
策
協
議
会
が

毎
年
入
学
式
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
が

初
登
校
し
た
子
ど
も
た
ち
を
お
出

迎
え
。
子
ど
も
た
ち
は
モ
ー
モ

ち
ゃ
ん
と
、「
ど
う
ろ
へ
と
び
だ
し

ま
せ
ん
。
し
ん
ご
う
を
ま
も
り
ま

す
。
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を
わ
た
り

ま
す
」
と
、
交
通
安
全
の
３
つ
の

お
約
束
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈

呈
式
で
は
、
新
１
年
生
を
代
表
し

て
、
池
田
景
子
さ
ん
と
岩
永
志し

月づ
き

↑モーモちゃんと交通安全のお約
束をする児童

車
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
学
校
生
活
を

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

さ
ん
に
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
毎
年
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
市
内
小
学
校
の
新
１
年
生

に
贈
っ
て
お
り
、
今
回
は
５
０
５

人
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、

安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

深浦弘信市長が新１年生代表にランド
セルカバーを贈呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た

武
キ
ミ
さ
ん
を
、

３
月
29
日
、
深
浦
弘
信
市
長
が

訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
キ
ミ
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か

ら
農
業
に
精
を
出
し
て
き
た
働

き
者
。
手
先
が
器
用
で
、
昔
か

ら
編
み
物
や
縫
い
物
が
上
手

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
運

動
も
得
意
で
、
運
動
会
で
は
い

つ
も
目
立
つ
存
在
だ
っ
た
と
か
。

90
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
、
週
に

３
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
こ
ら
れ
た
と
い
う
元
気
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
そ
ん
な
キ
ミ
さ
ん
に
長
生
き

の
秘
訣け
つ

を
尋
ね
る
と
、「
特
に
秘

訣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
の
皆

さ
ん
に
と
て
も
よ
く
し
て
も
ら

う
の
で
元
気
で
い
ら
れ
ま
す
」

と
、
素
敵
な
笑
顔
で
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

武  

キ
ミ 

さ
ん

（
波
多
津
町
馬
蛤
潟
）
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ほ が ら か ペ ー ジ

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

株式会社　伊万里鉄工所

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

ものづくりは、ひとづくり　〜若手と女性が安心して活躍できる職場づくり〜

松井 茂樹 代表取締役社長

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★仕事と育児の両立は大変ですが、社員
間の理解と休暇制度があります。特に
１時間単位で取得できる休暇は、子ど
もの急病時に利用できるので助かりま
す。（30 代女性）

★資格取得者には毎月技能手当が支給さ
れ、生活にゆとりができます。自身の
スキルアップと生活のために、やる気
が高まります。（30 代男性）

会社の取組

◎育児休業取得を促進し、男性も女性も取得
　子育て中の社員が仕事と家庭を両立できるよう、育児

休業取得を促進。近年２人の男性社員が取得しました。
◎若い社員の『やる気』と『能力』を引き出す
　技術や知識が必要な仕事を積極的に若い社員に任せ、

責任感とやる気を高めて技術向上につなげています。
◎“ゲンバ男子”と“ゲンバ女子”の活躍をサポート
　男性が多い職場ですが女性プログラマーも活躍中。

資格取得のための費用負担などで支援しています。

代表者　：代表取締役社長　松井 茂樹
事業内容：一般機械器具製造業
所在地　：二里町
従業員数：83 人（男性 77 人、女性 6 人）

『ヤングウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

● 問合先　企画政策課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

　「全員チャレンジでもっとよくし
よう」をモットーにしています。社
員が、仕事のＯ

オ ン

ＮとＯ
オ フ

ＦＦの切り替
えがうまくでき、安心して長く働き
続けられるような環境づくりなど、
働き方改革の強化に努めています。

代表取締役社長からひと言

↑スポーツ交流会では世代を超えた交流が深
まり、仕事での連携強化につながっています
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ア ル バ ム

わが家の

ぼ
く
は
歌
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
す
る
こ
と
が
大
好
き
♫
目
立

ち
た
が
り
で
人
前
に
出
る
こ
と

も
好
き
な
ん
だ
♪
好
き
な
食
べ

物
は
パ
ン
と
い
ち
ご
だ
よ
☆彡
最

近
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
変
身
す

る
こ
と
に
は
ま
っ
て
い
る
ん
だ
★

大江 十
と

絲
いと

さん

＊直人・飛鳥さんの長男

＊二里町東八谷搦

(     )２歳
８か月冨永 千

ち

輝
あき

 さん

◆ 里保育園
　（東山代町）
◆ 平成 29 年４月入社

(22 歳・東山代町里 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
保
育
士
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
楽
し
く
仕
事
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
園
づ
く
り
を
す
る

こ
と
で
す

◇
目
標
は  

子
ど
も
た
ち
か
ら
好
か

れ
る
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
犬
の
散
歩

◇
特
技
　
走
る
こ
と

◇
市
民
へ
一
言
　
当
園
で
は
毎
日

の
マ
ラ
ソ
ン
や
乾
布
摩
擦
で
、

子
ど
も
た
ち
の
体
作
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
元
気
い
っ

ぱ
い
の
十
絲
君
♬
い
つ
も
み
ん
な

を
笑
顔
に
し
て

く
れ
て
あ
り
が

と
う
★
こ
れ
か

ら
も
お
姉
ち
ゃ

ん
２
人
と
仲
良

し
で
い
て
ね
♥



ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

５月の市民スポーツ

３日（金・祝）、４日（土・祝）

● 国見台陸上競技選手権大会

　午前９時開会　国見台陸上競技場

12 日（日）

● 侍杯バスケットボール大会

　午前８時 30 分開会　国見台体育館

● 伊万里ロータリークラブ伊万里・有

田青年剣道大会

　午前９時開会　国見台武道館

18 日（土）、19 日（日）

● 全日本学童軟式野球大会マクドナル

ド・トーナメント佐賀県大会

　午前９時開会　国見台野球場

19 日（日）

● 市長杯ソフトテニス大会

　午前８時 30 分開会　国見台庭球場

19 日（日）〜

● 市民早朝ソフトボール大会

　午前８時 30 分開会

伊万里湾大橋球技場ほか

24 日（金）

● 市老連グラウンド・ゴルフ大会

　午前８時 30 分開会

国見台陸上競技場ほか

25 日（土）

● 市近郊中学卓球大会

　午前９時開会　国見台体育館

31 日（金）

● 高齢者ゲートボール大会

　午前８時 30 分開会　国見台球技場

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
３
月
21

日
、
国
見
台
体
育
館
な
ど
で
、
伊

万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

　
26
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
地

●

期
　
日

　
３
月
９
日
、
16
日

●

場
　
所

　
東
山
代
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ドほ

か

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝

　
立
花
少
年
野
球
部

▽
準
優
勝

　
大
川
少
年
野
球
部

▽
３
　
位

　
大
坪
赤
門
少
年
野
球
部

　
山
代
東
球
友
会

第
40
回
市
少
年
野
球
連
盟

会
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会

第
26
回
伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

《大会成績》※各種目のパート別優勝チームのみ
種　目 Ａパート Ｂパート Ｃパート

ソフトバレーボール
小学生の部

東山代ＪＶＣ
Ａチーム 青嶺ジュニア 二里ドリー

ムズＡ

ソフトバレーボール
女性の部 黒　川 サウス・

エクセルＢ
サウス・

エクセルＡ

ソフトバレーボール
シニア（混合）の部 ＬＯＶＥＲＳ エクセルＡ

ニチレクボール 川東Ｂ

↑黄色いビュットの近くを狙ってボー
ルを投げるニチレクボール

↑高くジャンプして会心のスパイク

区
や
事
業
所
な
ど
33
チ
ー
ム
・

１
５
２
人
の
市
民
が
参
加
。
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ニ
チ
レ
ク

ボ
ー
ル
の
２
種
目
で
競
技
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
も

白
熱
の
戦
い
を
演
じ
ま
し
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

　
世
界
中
で
最
も
読
ま
れ
て
い
る

絵
本
『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
な
か

か
ら
、
心
が
元
気
に
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
る
日
王
子
さ
ま
は
、
き
つ
ね

か
ら
秘
密
を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。「
本
当
に
大
切
な
も
の
は
見
え

な
い
ん
だ
よ
」。
さ
て
、
大
切
な
も

の
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　
見
え
な
い
の
で
す
が
、
空
気
み

た
い
に
、
い
つ
も
私
た
ち
の
身
の

周
り
に
あ
っ
て
、
奪
わ
れ
た
ら
生

き
て
い
け
な
い
、
当
た
り
前
の
大

切
な
も
の
。『
人
権
』
に
似
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
気
が
汚
れ
た
り
薄
く
な
っ
た

り
す
る
と
息
苦
し
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
で
「
自
分
ら
し
く
生

き
づ
ら
い
」
と
感
じ
る
と
き
は
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
き
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　『
子
ど
も
の
目
線
』
で
社
会
を
見

る
と
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ

た
矛
盾
が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え

ば
『
あ
い
さ
つ
』
で
す
。
私
た
ち

大
人
は
子
ど
も
に
、「
知
ら
な
い

人
に
も
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
一
方

で
は
「
危
な
い
か
ら
知
ら
な
い
人

に
は
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
、
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
「
最
近
の
子
ど
も
は

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
」
な
ど
と
言

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

に
と
っ
て
み
れ
ば
、
混
乱
し
て
い

る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　『
な
ら
わ
し
』
や
『
し
き
た
り
』

に
も
、
た
く
さ
ん
の
矛
盾
が
潜
ん

で
い
ま
す
。『
女
人
禁
制
』
を
子
ど

も
に
説
明
で
き
ま
す
か
。『
同
和
問

題
』
も
同
じ
で
す
。
出
身
地
を
理

由
に
人
の
値
打
ち
に
差
を
つ
け
る

な
ん
て
、
子
ど
も
に
説
明
で
き
ま

せ
ん
。

　
子
ど
も
の
目
線
で
矛
盾
に
気
付

き
、
自
分
の
言
葉
で
考
え
る
。
そ

の
う
え
で
「
子
ど
も
に
説
明
で
き

な
い
こ
と
は
見
直
し
て
い
こ
う
」

と
い
う
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
、『
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
つ
な
が
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
星
の
王
子

さ
ま
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

星
の
王
子
さ
ま
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２４０

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑨

　
山
口
城
跡

↑山口城跡の現存する石積み

末
期
に
最
終
整
備
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
山
口
城
は
日ひ

在あ
り

城
の
出で

城じ
ろ

と

伝
え
ら
れ
て
い
て
、
後
世
の
文

献
に
よ
れ
ば
、
鶴
田
弘
が
居
住

し
、『
山
口
善
助
』
と
称
し
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
城
と
し
て
の
機
能
が
非
常

に
分
か
り
や
す
い
城
跡
で
す
が
、

現
在
は
城
跡
へ
続
く
道
は
無
い

た
め
、
見
学
は
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん
。

　
山
口
城
は
別
名
『
荘
山
城
』

と
も
呼
ば
れ
、
八
幡
岳
か
ら
西

に
延
び
た
丘
陵
先
端
の
『
城
ノ

辻
』
に
立
地
す
る
大
川
町
山
口

字
米
川
に
所
在
す
る
山
城
跡

で
す
。

　
城
跡
は
山
頂
部
に
主し

ゅ

郭か
く

を
配

置
し
、
東
か
ら
南
側
に
か
け
て

帯
状
の
曲く

る

輪わ

を
、
北
側
に
は
段

状
の
腰こ

し

曲ぐ
る

輪わ

を
配
し
て
い
ま
す
。

帯お
び

曲ぐ
る

輪わ

の
下
方
に
は
空か

ら

堀ぼ
り

と
そ

の
延
長
の
竪た

て

堀ぼ
り

が
、
防
御
設
備

と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
空
堀
に

接
す
る
土ど

塁る
い

と
そ
れ
に
つ
な
が

る
土ど

橋ば
し

は
城
兵
の
移
動
を
考
慮

し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
竪
堀
に
よ
っ
て
主
郭

の
南
西
斜
面
へ
の
移
動
は
遮
断

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
土
塁
や

空
堀
、
竪
堀
を
効
果
的
に
配
し

た
空
間
構
成
を
し
て
お
り
、
か

つ
、
自
然
石
を
用
い
た
石
積
み

を
伴
う
こ
と
な
ど
、
戦
国
時
代
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

第
３
部
（
団
員
）

満
江
　
光
茂

（
漁
　
港
）

　地域のために役に立ちたいと
の思いから平成 30 年４月に入団
しました。広報や緊急時の対応
以外にもさまざまな活動がある
ことに驚いています。現在はラッ
パ隊にも所属しており、その活
動を通して火災予防や消防団活
動のＰＲもできればと思います。

　昨年の４月にご縁があって女
性消防団に入団しました。入団
した当時は右も左も分からずに
いました。部長を始め先輩たち
からの指導のもと、頑張ってい
ます。少しでも地域のために力
になれるように頑張りたいと
思っています。

伊万里分団

　地元の先輩方の活躍を目にし、
消防団への入団を決意しました。
入団当初は何も分からず戸惑っ
ていましたが、先輩方のご指導
により消防活動ができるように
なりました。これからも地域住
民の安全・安心を守れるよう日々
精進していきます。

第
１
部
（
団
員
）

松
本
　
泰
智

（
小
黒
川
）

　平成 30 年４月に入団しまし
た。消防団の活動はさまざまで、
災害活動を始め、訓練や防災活
動など幅広いことに戸惑ってい
ましたが、諸先輩方のご指導に
より、今では地域に貢献できる
団員となって頑張っています。

黒川分団

第
２
部
（
団
員
）

樋
渡
　
公
平

（
南
ヶ
丘
）

　私は子どものころに火事の現
場を見て、消防団員の一生懸命
な活動に憧れを持っていました。
今回消防団員となり、ホープ団
員にまで選ばれとても嬉しく思
います。これからも、子どもの
ころに憧れた消防団員みたいに
なれるように頑張っていきます。

大坪分団

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、

９
６
１
人
の
団
員
が
災
害
現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ

た
り
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

団本部

女
性
部
（
団
員
）

川
内
　
里
美

（
久
原
１
区
）

第
１
部
（
団
員
）

副
島
　
恵け
い

介す
け

（
岩
　
谷
）

大川内分団

伊
万
里
市
消
防
団
　
各
分
団
のホ

ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

夏季点検（平成 30 年 8 月 19 日）
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インフォメーションインフォメーション

　
市
消
防
団
の
団
員
は
普
段
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
災
害
活
動
や
火
災
予
防
広
報
な
ど
伊

万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
は
消
防
団
の
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
伊
万
里
市
を
目
指
し
て
消
防
団
に
入
団
し

ま
せ
ん
か
。

消
防
団
に
あ
な
た
の
『
力
』
を

第
２
部
（
団
員
）

田
中
　
昭あ
き

嗣つ
ぐ

（
脇
　
田
）

　平成 30 年４月に入団し１年
がたちました。これからも生ま
れ育った地域の安全・安心に少
しでも貢献できるよう、日々の
消防活動を頑張っていきたいと
思います。

波多津分団

第
４
部
（
団
員
）

齋
藤
　
孝（

宿
　
分
）

　入団して 3 年目になります。
当初は不安もありましたが、入
団してみると知人も多く戸惑う
ことなく活動できています。訓
練は多少きついときもあります
が、地域住民の安全・安心のため、
これからも努力していきます。

第
４
部
（
団
員
）

東
嶋
　
将
太
郎

（
山
　
口
）

　昨年 4 月に入団しました。ま
だまだ分からないことばかりで
すが、諸先輩方のご指導のもと
日々消防団活動に取り組んでい
きます。これからも少しでも地域
に貢献できるよう消防団の活動
に従事していきたいと思います。

第
３
部
（
団
員
）

𡈽つ
ち

本も
と

　
貴
博

（
天
　
神
）

　平成 30 年４月に入団しまし
た。ラッパ隊に選抜され最初は
戸惑いましたが、訓練を重ねて
上達していくのが分かり、今で
はやりがいを感じています。先
輩方に負けないよう今後も頑
張っていきたいと思います。

第
６
部
（
団
員
）

松
永
　
拓（

東
　
分
）

　平成 28 年に入団し３年が経
ちました。消防団活動にもだい
ぶ慣れてきて周囲のことに気を
配って活動できるようになった
と思います。これからも地域の
安全・安心に貢献できるように
頑張っていきたいと思います。

第
５
部
（
団
員
）

井
手
　
裕
司

（
大
　
曲
）

　平成 26 年 4 月に先輩方の消
防活動に憧れて入団しました。
入団時は何も分かりませんでし
たが、先輩方のご指導のもと訓
練をこなすごとに、消防活動の
内容を理解できるようになりま
した。今後も地域の安全と安心
のために頑張りたいと思います。

第
３
部
（
団
員
）

浦
川
　
智と

も

生な
り

（
川
　
内
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

　父の長年の消防団活動を見てい
て、火事や災害の際にはとても重
要な組織だと思っていました。今
年から入団し、訓練や防災活動な
どの中で分からないこともありま
すが、一つ一つを大事にしながら、
家族、地元の方々から信頼される
団員になれるように頑張ります。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係（

☎
㉓
２
１
１
６
）
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追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

２
８
５
億
８
９
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
財
産
管
理
事
業３

億
１
０
９
３
万
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

４
６
５
万
円

▽
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整
備

事
業
　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

▽
道
路
管
理
事
業
（
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
）

２
１
０
０
万
円

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
委
員
　
福
園
理
恵
子
氏
の
任
期

が
本
年
６
月
30
日
で
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
川
浪
紀
子
氏

を
推
薦
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

11
人
の
議
員
か
ら
27
項
目
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
特
別
委
員

会
か
ら
開
催
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
31
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27

日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
令
和

元
年
度
予
算
議
案
８
件
の
ほ
か
、
条
例
議
案
18
件
、
一
般

議
案
４
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
議
案
９
件
、
議
会
議

案
３
件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
２
件
、
決
議
案
１
件
、

諮
問
１
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

議

会

報

告

　
性
同
一
性
障
害
な
ど
に
配
慮
し

て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
に
性
別
を

記
載
し
な
い
よ
う
、
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
失
職
に
関
す
る
特
例
を

定
め
る
た
め
、改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
資
金
の
積
立
て
に
関
す
る
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
目
的
が
重
複
す
る
基
金
の
統
合

な
ど
、
本
市
の
基
金
を
効
果
的
に

運
用
す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の

で
す
。

■
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例

　
市
の
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

■
税
条
例
及
び
税
徴
収
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
市
税
の
納
付
に
係
る
前
納
報
奨

金
を
廃
止
す
る
た
め
、
関
係
す
る

２
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

条
例
議
案

■
伊
万
里
牛
素
牛
生
産
拡
大
事
業
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
伊
万
里
牛
素
牛
生
産
拡
大
事
業

基
金
の
額
を
増
額
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
を
統
合

し
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設

置
す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の

で
す
。

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

委
員
会
報
告

■
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
基

本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
策
定

　
市
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
６
次

総
合
計
画
基
本
構
想
お
よ
び
基
本

計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算

　
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障
関
連

経
費
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
加
に

加
え
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
財
政
の
硬
直
化
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
既
存
事
業
の

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
な

事
業
へ
の
投
資
を
行
う
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
堅
実

な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
予

算
総
額
は
２
５
３
億
２
３
０
０
万

円
で
す
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
・
第
９
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に

２
億
２
２
７
４
万
１
０
０
０
円
を

予
算
議
案

一
般
議
案

諮
　
問

　
令
和
元
年
度
予
算
の
概
要
は
、

こ
の
『
広
報
伊
万
里
』
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
『
令
和
元
年
度
予

算
特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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上下水道事業の組織統合と水道部再編
▷下水道会計を令和元年度から企業会計へ移行したこ

とに合わせ、建設部下水道課と水道部を組織統合し、
新たに上下水道部としました。

▷工業用水道課を廃止し、管理課、工務課、上水道管
理事務所のそれぞれで業務を分担しました。

①平成 30 年度中の退職者
　退職者 11 人（定年退職８人、早期退職１人、普通退

職２人）　※職種内訳：事務職８人、保育士１人、技
能労務職２人）

②新規採用職員
　新規採用職員 15 人　※職種内訳：事務職 12 人、技

術職１人、幼稚園教諭・保育士１人、文化財担当職
１人

インフォメーション

組織体制の強化と人事異動

　総務部税務課長（管理職）のほか、市民部長寿社会課
介護給付係長、子育て支援課子育て支援係長に女性職員
を積極的に登用するなど、新たな視点、発想による更な
る市民サービスの向上を目指します。
▷課長級	   2 人  →    3 人（1 人昇任）
▷副課長級	 10 人  →  11 人（2 人昇任）
▷主査・主任	 27 人  →  27 人（4 人昇任）

政策経営部の再編
▷男女協働推進課、国際戦略室をそれぞれ企画政策課

とまちづくり課内に係として編入しました。
▷ふるさと納税が市の財政運営に大きな影響を及ぼす

ことから、所管するふるさと応援係を伊万里暮らし
応援課から財政課に移設し、スムーズな対応を図り
ます。

▷企画政策課内の企画係、行財政改革推進室を、それぞ
れ企画１係、企画２係に改称し、担当する業務につい
て、係を横断して柔軟に対応できるようにしました。

市民部の再編
▷長寿社会課医療保険係では、国民健康保険証の発行・

更新などを行っており、市民課窓口業務との連携が
不可欠であるため、医療保険係を市民課年金係と統
合し、市民課内に年金保険係として新設しました。

▷近年、少子化対策や児童相談業務の多様化などさま
ざまな課題への対応が必要となっているため、福祉
課を分割し、子育て支援係、保育係など子育てに関
連する部署からなる子育て支援課を新設し、それぞ
れの組織体制を強化しました。

産業部の再編
▷令和元年度に一般社団法人を目指す伊万里観光協会

との連携の強化および観光課の組織体制の見直しを
目的に、これまで市役所本庁舎と伊万里駅ビルに分
かれていた観光課の機能を伊万里駅ビルに一本化し、
課の名称も観光戦略課に改めました。

女性職員の積極的な登用

体制強化の取り組み

　今回の異動は、業務状況に応じた適正な定員管理
を行う中で、女性職員の登用、長期在職者の解消な
どによって、職員の意識改革の促進と資質の向上を
目指した人事配置を行いました。
　また、福祉分野では、少子化対策や児童相談業務
の多様化などさまざまな課題への対応が必要となっ
ているため、福祉課を分割し、『子育て支援課』を
新設して組織体制を強化しました。
　さらに、令和元年度からの下水道会計の企業会計
への移行に合わせ、建設部下水道課と水道部を組織
統合し、新たに『上下水道部』としました。

● 問合先  総務課職員係（☎㉓２１２７）

退職者の補充

▷部長級	   4 人（男性　4 人、女性　0 人）

▷副部長級	 12 人（男性 12 人、女性　0 人）

▷課長級	 16 人（男性 15 人、女性　1 人）

▷副課長級	 22 人（男性 18 人、女性　4 人）

▷係長級	 37 人（男性 28 人、女性　9 人）

▷主査級	 28 人（男性 19 人、女性　9 人）

▷一般職員	 75 人（男性 55 人、女性 20 人）

▷新規採用職員	15 人（男性　9 人、女性　6 人）

　平成 31 年４月１日付け定期人事異動で
は、全体で 209 人の異動を行いました。

全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務を執行するこ
とを宣誓する新規採用職員
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（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

※
表
記
中
の
省
略

　（
兼
）＝
兼
任
、（
併
）＝
併
任

【
部
長
級
】

▽
市
民
部
長
＝
桑
本
成
司
▽
上
下

水
道
部
長
＝
中
里
憲
二
▽
議
会
事

務
局
長
＝
杵
嶋
尚
武
▽
教
育
部
長

＝
中
野
大
成

【
副
部
長
級
】

▽
総
務
部
副
部
長
（
兼
）
秘
書
課

長
＝
岩
﨑
友
紀
▽
総
務
部
副
部
長

（
兼
）
総
務
課
長
（
兼
）
防
災
危
機

管
理
課
長
＝
樋
口
哲
也
▽
政
策
経

営
部
副
部
長
（
兼
）
財
政
課
長
＝

木
寺
克
郎
▽
市
民
部
副
部
長
（
兼
）

子
育
て
支
援
課
長
＝
前
田
文
博
▽

産
業
部
副
部
長
（
兼
）
観
光
戦
略

課
長
＝
力
武
敏
朗
▽
建
設
部
副
部

長
（
兼
）
道
路
河
川
課
長
（
兼
）

検
査
監
（
兼
）
技
術
監
＝
溝
江
龍

史
朗
▽
技
術
監
（
兼
）
検
査
監
＝

中
島
智
▽
会
計
管
理
者
＝
多
久
島

功
▽
上
下
水
道
部
副
部
長
（
兼
）

管
理
課
長
＝
松
岡
猛
彦
▽
教
育
副

部
長
＝
力
武
浩
和
▽
教
育
副
部
長

（
兼
）
教
育
総
務
課
長
＝
梶
原
貴
英

▽
（
出
向
）
佐
賀
県
西
部
広
域
環

境
組
合
＝
長
野
史
朗

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
税
務
課
長
＝
山
口
令
子

▽
総
務
部
契
約
監
理
課
長
＝
古
賀

周
平
▽
（
併
）
総
務
部
消
防
調
整

課
長
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田
消

防
組
合
＝
川
原
康
浩
▽
政
策
経
営

部
企
画
政
策
課
長
＝
松
本
公
貴
▽

政
策
経
営
部
ま
ち
づ
く
り
課
長

（
兼
）
伊
万
里
暮
ら
し
応
援
課
長
＝

松
園
家
智
▽
市
民
部
福
祉
課
長
＝

峯
敬
文
▽
産
業
部
農
業
振
興
課
長

（
併
）
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
野

中
信
守
▽
産
業
部
農
山
漁
村
整
備

課
長
（
併
）
土
地
改
良
区
事
務
局

長
＝
樋
口
繁
義
▽
建
設
部
都
市
政

策
課
長
＝
山
口
公
良
▽
建
設
部
伊

万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対
策
課

長
＝
近
藤
利
彦
▽
上
下
水
道
部
工

務
課
長
＝
原
口
功
▽
上
下
水
道
部

浄
水
場
管
理
事
務
所
長
＝
古
賀
等

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
＝
松
尾
公

弘
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

＝
中
尾
聡
彦
▽
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
長
（
兼
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
中
尾
克
也
▽
教
育
委
員
会

体
育
保
健
課
長
＝
山
口
裕
之

【
副
課
長
級
】

▽
総
務
部
総
務
課
副
課
長
（
兼
）

行
政
係
長
＝
松
尾
省
吾
▽
総
務
部

情
報
広
報
課
副
課
長
（
兼
）
市
民

◆
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

伊
万
里
市
職
員
の

人

事

異

動

サ
ー
ビ
ス
係
長
（
兼
）
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係
長
＝
松
尾
利
矢
▽
総

務
部
市
民
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
（
兼
）
係
長
＝
古
竹
宏
樹
▽
（
併
）

総
務
部
消
防
調
整
課
副
課
長
（
出

向
）
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
＝

中
島
徳
夫
▽
政
策
経
営
部
企
画
政

策
課
副
課
長
（
兼
）
企
画
２
係
長

＝
松
尾
貞
裕
▽
政
策
経
営
部
財
政

課
副
課
長
（
兼
）
財
政
係
長
＝
水

野
宏
樹
▽
政
策
経
営
部
ま
ち
づ
く

り
課
副
課
長
（
兼
）
甲
子
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
係
長
（
兼
）
公
共
交
通

対
策
係
長
（
兼
）
国
際
交
流
係
長

＝
岩
﨑
克
信
▽
市
民
部
人
権
・
同

和
対
策
課
副
課
長
（
兼
）
人
権
・

同
和
対
策
係
長
（
併
）
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育

係
＝
小
林
健
二
▽
市
民
部
健
康
づ

く
り
課
副
課
長
（
兼
）
健
康
推
進

係
長
＝
力
武
益
美
▽
市
民
部
子
育

て
支
援
課
副
課
長
（
兼
）
保
育
係

長
（
兼
）
病
後
児
保
育
室
す
こ
や

か
室
長
＝
井
上
泰
志
▽
市
民
部
伊

万
里
保
育
園
長
＝
中
山
恵
美
▽
市

民
部
大
川
保
育
園
長
＝
永
田
惠
子

▽
産
業
部
農
山
漁
村
整
備
課
副
課

長
（
兼
）
農
地
農
村
係
長
＝
松
本

愼
市
▽
建
設
部
道
路
河
川
課
副
課

長
（
兼
）
河
川
係
長
（
併
）
土
地

開
発
公
社
＝
大
川
内
孝
德
▽
建
設

部
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対

策
課
副
課
長
（
兼
）
港
湾
振
興
係

長
（
兼
）
国
道
整
備
促
進
係
長
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
土
井
清
隆
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
副
課
長
（
兼
）

管
理
係
長
＝
末
石
雅
彦
▽
上
下
水

道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）
水

道
工
務
係
長
＝
吉
永
幸
治
▽
上
下

水
道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）
下

水
道
工
務
係
長
＝
吉
富
竜
治
▽
上

下
水
道
部
浄
水
場
管
理
事
務
所
副

所
長
（
兼
）
浄
水
１
係
長
＝
小
寺

隆
洋
▽
上
下
水
道
部
浄
水
場
管
理

事
務
所
副
所
長
（
兼
）
浄
水
２
係

長
＝
田
中
厚
▽
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
指
導
主
事
＝
古
賀
美
和
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
樋
渡

弘
二

【
係
長
級
】

（
係
長
）

▽
総
務
部
秘
書
課
秘
書
係
長
＝
松

尾
圭
介
▽
総
務
部
総
務
課
職
員
係

長
＝
岡
本
英
久
▽
総
務
部
税
務
課

固
定
資
産
税
係
長
＝
山
下
勝
彦
▽

総
務
部
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

長
＝
佐
々
木
俊
明
▽
政
策
経
営
部

企
画
政
策
課
企
画
１
係
長
（
兼
）

総
合
教
育
推
進
係
長
＝
西
尾
義
久

▽
政
策
経
営
部
企
画
政
策
課
男
女

協
働
推
進
係
長
＝
春
田
文
子
▽
政

策
経
営
部
財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援

係
長
＝
西
洋
史
▽
市
民
部
市
民
課

記
録
管
理
係
長
＝
前
田
千
世
▽
市

民
部
市
民
課
年
金
保
険
係
長
（
兼
）

総
務
部
税
務
課
収
納
対
策
室
＝
松

尾
大
輔
▽
市
民
部
環
境
課
生
活
環

境
係
長
＝
長
野
浩
▽
市
民
部
長
寿

社
会
課
介
護
給
付
係
長
＝
岩
下
忍

▽
市
民
部
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長

＝
田
中
克
典
▽
市
民
部
福
祉
課
保

護
係
長
＝
中
山
裕
文
▽
市
民
部
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長
＝

松
永
智
江
▽
市
民
部
大
川
保
育
園

主
任
保
育
士
＝
池
田
瑞
枝
▽
産
業

部
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係
長
＝

小
川
徹
也
▽
産
業
部
農
業
振
興
課

営
農
流
通
係
長
＝
貞
方
聡
郁
▽
産

業
部
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商

工
振
興
係
長
（
兼
）
就
活
支
援
室

係
長
＝
古
賀
修
▽
産
業
部
観
光
戦

略
課
観
光
振
興
係
長
＝
中
山
亮
一

▽
産
業
部
観
光
戦
略
課
伊
万
里
ブ

ラ
ン
ド
係
長
（
兼
）
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
係
長
＝
林
淳
也
▽
建

設
部
道
路
河
川
課
道
路
係
長
＝
立

川
誠
二
▽
建
設
部
都
市
政
策
課
都

市
計
画
係
長
（
兼
）
松
島
搦
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
長
（
兼
）
政
策
経

営
部
企
画
政
策
課
企
画
１
係
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
馬
場
芳
史
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
営
業
係
長
（
兼
）

下
水
道
庶
務
係
＝
松
本
泰
道
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
下
水
道
庶
務
係

長
（
兼
）
営
業
係
＝
野
中
靖
洋
▽

上
下
水
道
部
工
務
課
水
道
維
持
係

長
＝
鶴
田
宏
樹
▽
上
下
水
道
部
工

務
課
水
道
施
設
係
長
＝
山
﨑
豪
▽

上
下
水
道
部
工
務
課
下
水
道
施
設

係
長
＝
畠
山
和
也
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▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
総
務

企
画
係
長
（
兼
）
教
育
施
設
課
教

育
施
設
係
副
主
幹
（
併
）
政
策
経

営
部
企
画
政
策
課
総
合
教
育
推
進

係
副
主
幹
＝
樋
口
三
紀
子
▽
教
育

委
員
会
伊
万
里
公
民
館
副
館
長

（
併
）
市
民
部
市
民
課
伊
万
里
分

室
係
長
＝
福
本
憲
亮
▽
教
育
委
員

会
黒
川
公
民
館
副
館
長
（
併
）
総

務
部
黒
川
出
張
所
主
任
＝
久
保
田

幸
人
▽
教
育
委
員
会
南
波
多
公
民

館
副
館
長
（
併
）
総
務
部
南
波
多

出
張
所
主
任
＝
古
賀
静
香
▽
教
育

委
員
会
松
浦
公
民
館
副
館
長
（
併
）

総
務
部
松
浦
出
張
所
主
任
＝
久
保

田
弘
平
▽
教
育
委
員
会
二
里
公
民

館
副
館
長
（
併
）
総
務
部
二
里
出

張
所
主
任
＝
西
山
一
史
▽
教
育
委

員
会
東
山
代
公
民
館
副
館
長
（
併
）

総
務
部
東
山
代
出
張
所
主
任
＝
松

尾
愛
▽
教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン

タ
ー
係
長
（
兼
）
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
副
館
長
（
兼
）
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
＝
塚
本
典
義
▽
教
育

委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

係
長
＝
前
田
秀
一
▽
（
出
向
）
伊

万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合

＝
蒲
地
史

（
主
査
・
主
任
）

▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
岩
野
勤
▽

総
務
部
（
主
査
）
＝
杉
本
多
弥
▽

総
務
部
（
主
査
）
＝
川
本
真
昭
▽

政
策
経
営
部
（
主
査
）
＝
佐
藤
拓

郎
▽
政
策
経
営
部
（
主
査
）
＝
山

口
真
由
美
▽
政
策
経
営
部
（
主
査
）

＝
井
上
浩
一
▽
市
民
部
（
主
査
）

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
＝
川
添

和
也
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
前
田

真
理
子
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
稗

田
愛
子
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
吉

岡
紘
史
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
福

野
千
登
美
▽
市
民
部
伊
万
里
保
育

園
（
主
査
）
＝
辻
育
子
▽
市
民
部

松
浦
保
育
園
（
主
査
）
＝
吉
岡
美

和
▽
市
民
部
松
浦
保
育
園
（
主
任
）

＝
藤
田
裕
子
▽
産
業
部
（
主
査
）

＝
武
藤
寛
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

水
野
理
恵
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

小
嶋
勝
記
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

大
川
内
聡
▽
建
設
部
（
主
査
）（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
松
本
良
子
▽
建

設
部
（
主
査
）
＝
井
手
清
一
▽
建

設
部
（
主
査
）（
併
）
土
地
開
発

公
社
＝
中
島
孝
博
▽
上
下
水
道
部

（
主
査
）
＝
杵
嶋
威
晃
▽
上
下
水

道
部
（
主
査
）
＝
中
島
一
郎
▽
上

下
水
道
部
（
主
査
）
＝
畑
島
康
幸

▽
上
下
水
道
部
（
主
査
）
＝
東
島

新
▽
上
下
水
道
部
（
主
査
）
＝
大

川
内
慎
二
▽
上
下
水
道
部
（
主
任
）

＝
前
島
英
樹
▽
教
育
委
員
会
（
主

査
）（
併
）
政
策
経
営
部
＝
南
里

一
幸

【
一
般
職
員
】

▽
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県

派
遣)

＝
山
本
圭
悟
▽
総
務
部
＝

坂
口
幸
司
▽
総
務
部
＝
松
園
秀
平

▽
総
務
部
＝
西
浩
一
郎
▽
総
務
部

＝
平
尾
千
尋
▽
総
務
部
税
務
課
付

（
佐
賀
県
派
遣
）
＝
市
丸
優
子
▽

総
務
部
＝
松
尾
慎
也
▽
総
務
部
＝

吉
田
有
里
▽
（
併
）
総
務
部
＝
池

内
繁
夫
▽
（
併
）
総
務
部
＝
松
田

英
雄
▽
（
併
）
総
務
部
＝
浦
郷
一

紀
▽
（
併
）
総
務
部
＝
久
保
田
俊

宏
▽
（
併
）
総
務
部
＝
吉
﨑
雅
樹

▽
（
併
）
総
務
部
＝
下
平
博
康
▽

（
併
）
総
務
部
＝
深
見
元
貴
▽
（
併
）

総
務
部
＝
金
子
竹
司
▽
（
併
）
総

務
部
＝
小
林
翔
流
▽
政
策
経
営
部

＝
金
子
祐
介
▽
政
策
経
営
部
＝
池

田
健
吾
▽
政
策
経
営
部
（
併
）
選

挙
管
理
委
員
会
＝
市
丸
雄
基
▽
政

策
経
営
部
＝
松
尾
賢
治
▽
政
策
経

営
部
＝
溝
江
拓
朗
▽
市
民
部
＝
西

陽
子
▽
市
民
部
＝
大
塚
聡
子
▽
市

民
部
＝
黒
髪
慎
二
▽
市
民
部
＝
小

松
由
季
▽
市
民
部
＝
横
山
彩
子
▽

市
民
部
＝
重
田
清
佳
▽
市
民
部
＝

畑
山
孝
文
▽
市
民
部
＝
中
島
悠
貴

▽
市
民
部
＝
山
田
剛
▽
市
民
部
＝

梶
山
諒
也
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園

＝
前
田
成
美
▽
市
民
部
牧
島
保
育

園
＝
大
野
恵
充
▽
市
民
部
大
川
保

育
園
＝
中
地
由
樹
▽
産
業
部
＝
松

岡
洋
▽
産
業
部
＝
平
山
利
久
▽
産

業
部
＝
南
亮
介
▽
建
設
部
＝
栗
原

蓮
▽
建
設
部
＝
中
島
友
輝
▽
建
設

部
（
兼
）
政
策
経
営
部
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
古
賀
恭
輔
▽
出
納

室
＝
井
手
温
子
▽
上
下
水
道
部
＝

椛
島
宏
樹
▽
上
下
水
道
部
＝
松
尾

由
理
▽
上
下
水
道
部
＝
片
山
理
恵

▽
上
下
水
道
部
＝
南
亦
以
▽
上
下

水
道
部
＝
山
口
真
理
恵
▽
上
下
水

道
部
＝
江
﨑
早
耶
佳
▽
上
下
水
道

部
（
併
）
市
民
部
＝
吉
富
俊
輔
▽

上
下
水
道
部
＝
中
村
美
沙
子
▽
上

下
水
道
部
＝
小
野
慶
太
▽
上
下
水

道
部
＝
小
原
大
地
▽
上
下
水
道
部

＝
池
田
竜
仁
▽
上
下
水
道
部
＝
小

松
健
太
▽
上
下
水
道
部
＝
池
田
俊

貴
▽
上
下
水
道
部
（
併
）
建
設
部

＝
松
尾
翔
太
▽
上
下
水
道
部
＝
荘

泰
彦
▽
上
下
水
道
部
（
併
）
建
設

部
＝
倉
冨
勲
▽
上
下
水
道
部
＝
橋

本
龍
一
郎
▽
上
下
水
道
部
＝
山
口

輝
彦
▽
上
下
水
道
部
＝
川
本
成
人

▽
議
会
事
務
局
＝
松
尾
希
美
▽
教

育
委
員
会
＝
田
代
哲
也
▽
教
育
委

員
会
＝
杵
嶋
孝
太
▽
教
育
委
員
会

＝
田
代
葉
月
▽
教
育
委
員
会
＝
松

尾
俊
典
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
市

民
部
＝
久
保
田
明
子
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
川
原
浩
二
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
宝

蔵
寺
淳
▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
）
＝
前
田
伸
吾
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
西
尾
義
孝
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
中

島
大
輔
▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
）
＝
樋
渡
裕
司
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
大
串
栄
佑
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
久

保
田
隆
慈

【
新
規
採
用
職
員
】

▽
総
務
部
＝
田
中
惟
央
吏
▽
総
務

部
＝
森
田
愛
実
▽
総
務
部
＝
加
川

啓
一
郎
▽
市
民
部
＝
川
越
喜
子
▽

市
民
部
＝
荒
久
田
光
俊
▽
市
民
部

＝
山
崎
菜
緒
▽
市
民
部
伊
万
里
保

育
園
＝
末
永
夕
貴
▽
産
業
部
＝
馬

渡
健
斗
▽
産
業
部
＝
筒
井
悠
▽
建

設
部
＝
永
元
暢
一
▽
上
下
水
道
部

＝
前
川
恭
平
▽
農
業
委
員
会
＝
江

口
裕
典
▽
教
育
委
員
会
＝
中
村
晋

也
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
総
務
部

＝
峯
歩
美
▽
教
育
委
員
会
＝
薮
遥

菜【
再
任
用
職
員
】

▽
（
総
務
部
）（
併
）（
議
会
事
務
局
）

＝
前
山
博
徳
▽
（
総
務
部
）
＝
緒

方
俊
夫
▽
（
市
民
部
）
＝
川
﨑
久

美
子
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
前
田

五
月
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
橋
口

直
紹
▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総

務
部
）
＝
草
場
敏
彦
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インフォメーション

健診（検診）名 対象年齢
（令和２年３月 31 日現在）

検査内容
料　金

医療機関 集団健診

健
康
診
査
な
ど

30 代健康診査 30 歳〜 39 歳
測定（身長・体重・腹
囲）・血液検査・尿検査・
診察・血圧測定

無料 無料

特定健康診査（国民健康保険加入者） 40 歳〜 74 歳 無料 無料

長寿健康診査 75 歳以上 無料 ー

肝炎ウイルス検査 30 歳〜 74 歳 血液検査 ー 無料

骨粗しょう症検診 40 歳〜 70 歳の女性 腕のエックス線撮影 ー 500 円

が
ん
検
診

肺がん検診 40 歳〜 64 歳
胸のエックス線撮影 500 円 500 円

結核・肺がん検診 65 歳以上

胃がん検診（バリウム） 40 歳以上 バリウム検査 ー 500 円

大腸がん検診 40 歳以上 便潜血反応 ー 500 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査 ー 500 円

乳がん検診
40 歳以上の女性（２年
に１回）

マンモグラフィ検査 500 円 500 円

子宮頸がん検診
20 歳以上の女性 子宮頸部の細胞診

500 円 500 円30 歳〜 44 歳の女性の
うち希望者

子宮頸部の細胞診
＋ＨＰＶ検査

胃がん検診（内視鏡）
50 歳・52 歳・54 歳・
56 歳・58 歳・60 歳・
62 歳・64 歳

胃カメラ 4,000 円 ー

■ 健診（検診）内容

● 問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎㉒３９１６）

健康診査・がん検診を受けましょう

■ 健診（検診）の受け方

身体のわずかな変化を早期に見つけるために、健診は毎年継続して受診しましょう。

　特定健康診査は、通院治療中の人も対象になりますので、年に１回は受けましょう。生活習慣病発症の危険性

を知り、予防に役立てることができます。

◇医療機関で受けたい人

◇集団健診で受けたい人

　次ページの『①医療機関で受ける』をご覧ください。市外の医療機関については市のホームページで確認するか、

直接医療機関に問い合わせてください。

※受診できる期間は、６月１日〜令和２年３月 31 日です。

　受診票に記載されている日程・会場で受診してくだ

さい。記載の日時で都合が悪い場合は、次ページの『②

集団健診で受ける』をご覧ください。

※胃がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診は定員

があるため予約が必要です。健康づくり課に申し込

んでください。

　受診票は５月中旬までに

　郵送します。

■ 健診（検診）結果について
　受診から約１か月後に、受診者全員にお知らせします。精密検査が必要とされた

場合は、必ず医療機関を受診してください。
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インフォメーション

実施場所 実施日 健康診査
肝炎

ウイルス
前立腺
がん

胃 が ん
（バリウム）
※ 定 員 70
人、要予約

大腸がん
（容器配布）

子宮頸
がん

乳がん
※ 定 員 55
人、要予約

肺がん
骨粗しょう症
※ 定 員 20
人、要予約

受付開始時間 ８時 30 分 9 時 30 分 10 時 8 時 30 分

市民センター

6 月 18 日（火）・19 日（水）・
20 日（木）・21 日（金）・ 24
日（月）・25 日（火）・28 日（金）

● ● ● ● ● ● ● ●

9 月 21 日（土）※要予約 ● ● ● ● ● ● ● ●

10 月 8 日（火）※要予約（受付時間）午後５時〜７時 ● ● ●

10 月 13 日（日）※要予約 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立花公民館

6 月 5 日（水） ● ● ● ● ●

9 月 17 日（火） ● ●

9 月 18 日（水） ● ●

黒川公民館
5 月 24 日（金） ● ● ● ● ●

8 月 21 日（水） ● ● ● ●

波多津公民館
5 月 23 日（木） ● ● ● ● ●

8 月 20 日（火） ● ● ● ●

南波多公民館
5 月 29 日（水） ● ● ● ● ●

10 月 15 日（火） ● ● ● ●

大川公民館
5 月 31 日（金） ● ● ● ● ●

9 月 2 日（月） ● ● ● ●

松浦公民館
5 月 30 日（木） ● ● ● ● ●

9 月 3 日（火） ● ● ● ●

二里公民館

6 月 14 日（金） ● ● ● ● ●

9 月 24 日（火） ● ●

9 月 25 日（水） ● ●

東山代公民館

6 月 3 日（月）・4 日（火） ● ● ● ● ●

9 月 11 日（水） ● ●

9 月 12 日（木） ● ●

楠久公民館 6 月 11 日（火）（受付時間）午前９時〜 10 時 ● ●

川南集会所 6 月 11 日（火）（受付時間）午後１時 30 分〜２時 30 分 ● ●

山代公民館

6 月 11 日（火）（受付時間）午前 11 時〜 11 時 30 分 ● ●

6 月 12 日（水）・13 日（木） ● ● ● ● ●

9 月 10 日（火） ● ● ●

医療機関名 健康診査
がん検診

肺 子宮 乳 胃
カメラ

いび整形外科 ●

伊万里有田共立病院 ●月〜金 ● ●要予約 ●要予約 ●要予約

伊万里松浦病院 ● ● ●要予約 ●要予約

内山産婦人科医院 ●

大川野クリニック ● ●要予約

岡村医院 ● ●要予約 ●要予約

おぜきホームクリニック ●

小副川医院 ● ● ●要予約

加茂医院 ●

きたじま整形外科 ●

口石病院 ● ●要予約

小島医院 ● ●

小島病院 ● ●

産婦人科南ヶ丘クリニック ●

助廣医院 ●

医療機関名 健康診査
がん検診

肺 子宮 乳 胃
カメラ

鈴山内科小児科医院 ●

隅田病院 ● ●要予約

立石医院 ● ●

たなか内科クリニック ● ●要予約

夏秋医院 ●

西田病院 ● ● ●要予約 ●要予約

伸びる・こじまクリニック ● ●

浜田産婦人科クリニック ●

日髙医院 ●

古川内科クリニック ● ●

堀田病院 ●

前田病院 ● ●

水上医院 ●

山口病院 ● ●

山元記念病院 ● ● ● ●要予約

② 集団健診で受ける　【持参する物】保険証・受診票・料金

① 医療機関で受ける　【持参する物】保険証・受診票・料金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※子宮頸がん検診、胃カメラ検診の受診票は医療機関にあります。
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● 対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人以上の団体
● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
● 場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
● 講師料　　無　料
● 申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書をまちづくり課に提出してください。ファックスやメールでも

受け付けます。
※申込書とメニュー表は、まちづくり課、各町（地区）公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、

市民交流プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を提供し、市民参加によるまち
づくりをめざすため『まちづくり出前講座』を開催しています。平成 30 年度は、
開催回数 245 回、延べ 8,148 人の参加がありました。市職員が皆さんのもと
へ出向き、知りたいことや聞きたいことなどについて話をします。希望する場
合は、下記のメニュー表から講座名を選んで申し込んでください。

◆ 令和元年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆

FAX

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

34 伊万里市の防災について
35 市税について
36 消費者トラブル防止について
37 国民年金について
38 木造住宅の耐震化について
39 水道の話
40 防火教室
41 救急教室

環
境

42 家庭でできる地球温暖化対策
43 ごみの分別とリサイクルについて
44 犬・ねこの飼い方について
45 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

46 伊万里市の農業について
47 伊万里市の林業・水産業について
48 伊万里市の商工業について
49 伊万里市の観光について
50 農業者年金について
51 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

52 子どもの生きる力について
53 家庭教育について
54 青少年の育成について
55 人権・同和問題について
56 伊万里の文化財
57 伊万里の史跡めぐり
58 伊万里の資料館見学ガイド
59 図書館のデータベース活用方法
60 家読について
61 絵本の見せ方、読み方、選び方
62 いきいき脳活！音読教室
63 新体力テスト及びニュースポーツの指導

選 挙 64 明るい選挙について
その他 65 その他（希望講座を相談してください）
※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第６次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里市のファシリティマネジメントについて
６ 考えてみましょう！『男女協働参画』
７ 伊万里市の家計簿（財政）
８ 予算のみかた 〜税金の使われ方から財政状況まで〜
９ ふるさと納税制度について
10 食のまちづくりについて

11 市民との協働によるまちづくり
（地域づくり推進事業を含む）

12 伊万里市の国際交流について
13 伊万里市の多文化共生について
14 伊万里湾の開発について

ま
ち
づ
く
り

15 伊万里市の公共交通について
16 道路の話
17 都市計画の話
18 地籍調査の話
19 下水道の話

福
祉
・
健
康

20 伊万里市の婚活推進事業について
21 国民健康保険について
22 後期高齢者医療制度について
23 高齢者福祉について
24 介護保険について
25 認知症サポーター養成講座
26 介護予防（百歳体操など）について
27 地域包括ケアシステムについて
28 生活習慣病予防について
29 健康づくりについて
30 知っておきたい子どもの病気と手当
31 障害者総合支援法について
32 生活保護制度について
33 伊万里市の子育て支援の取り組みについて

利用しませんか　まちづくり出前講座

インフォメーション
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農
協
と
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や

カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
伊
万
里
市
猟
友
会
の
協
力
の

も
と
、
わ
な
や
銃
器
に
よ
る
駆
除

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

駆
除
期
間

　
５
月
１
日
（
水
）
〜

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

●

注
意
点

▽
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め
に

は
、
狩
猟
免
許
や
市
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。
免
許
や
許
可

な
く
、
わ
な
を
仕
掛
け
た
場
合

は
違
法
行
為
と
な
り
ま
す
。

▽
野
山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
を
し
た
り
ラ
ジ
オ
を
携
帯

し
た
り
す
る
な
ど
、
人
が
い
る

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振
興
課

（
☎
㉓
５
５
６
０
）

有
害
鳥
獣
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
最
低
３
年

以
上
取
り
組
む
人
に
対
し
、
狩
猟

免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
試
験
補
助
制
度

●

対
象
者

　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
下
の
人

●

助
成
金
額

▽
わ
な
猟
　
上
限
５
万
円

▽
銃
　
猟
　
上
限
６
万
円

●

申
込
期
限
　
６
月
26
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
７
月
17
日
（
水
）　
唐
津
市

▽
８
月
１
日
（
木
）　
佐
賀
市

▽
８
月
４
日
（
日
）　
佐
賀
市

▽
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
佐
賀
市

※
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
佐
賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限

　
各
試
験
日
の
２
週
間
前
ま
で

●

申
込
先
　
伊
万
里
市
猟
友
会

（
☎
㉓
８
８
３
７
）

狩
猟
免
許
の

新
規
取
得
者
を
支
援

　
６
月
１
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
行
い
ま
す
。
従
業
者
４
人
以

上
で
、
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
回
答
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
簡
単
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
５
４
９
１
）

　
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●

補
助
金
額

　
１
頭
に
つ
き
２
０
０
０
円

※
１
年
度
１
世
帯
に
つ
き
、
１
頭

ま
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
手
術
を
行
う
前
に
必
ず
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

２
０
１
９
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

猫
の
避
妊
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助

ふるさと伊万里で就職しませんか
『伊万里の“いい職”相談会』を開催

● 日　時　６月 15 日（土）午後１時〜４時
● 場　所　市民センター
● 内　容　市内の企業 20 社程度による合同求人説

明会、企業ブースでの個別相談
● 参加料　無　料
● 問合先
▷企業誘致・商工振興課就活支援室

　（　 ☎㉓２１８４）

　市内での就業を希望する大卒予定者やＵＩＪ

ターン希望者などを対象に、企業合同求人説明会

を開催します。

その気持ち、誰かを笑顔にさせる種

５月５日（日・祝）〜 11（土）

児 童 福 祉 週 間

　次世代を担う子どもたちのために、子どもを取

り巻く諸問題に積極的に関心を向け、地域のみん

なで子育てを支援しましょう。市では、昭和 56 年

から子どもたちの健やかな成長を願って『こいの

ぼり掲揚活動』を実施しており、市役所、保育園

などで掲揚しています。『こいのぼり』をお持ちの

家庭でもぜひ掲げて、伊万里の空にたくさんの『こ

いのぼり』を泳がせましょう。
● 問合先
　子育て支援センターぽっぽ（　 ☎㉓５１９７）

インフォメーション
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飲
み
残
し
の
薬
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
古
い
薬
を
飲
ん
で

飲
み
間
違
い
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
勝
手
な
判
断
で
薬
を

飲
ん
で
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
副
作

用
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
飲
み
残
し
の
薬
を
『
か
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
』
に
持
っ
て

い
く
と
、
薬
剤
師
が
必
要
な
薬
か

処
分
し
た
方
が
よ
い
薬
か
を
判
断

し
ま
す
。
薬
は
正
し
く
飲
む
こ
と

で
本
来
の
治
療
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
飲
み
残
し
の
薬
を
減
ら
す

こ
と
で
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

※
薬
局
で
は
『
お
く
す
り
整
理
相

談
バ
ッ
グ
』
を
無
料
で
渡
し
て

い
ま
す
。
薬
や
健
康
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
『
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
』
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先　

▽
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
薬
剤
師

会
（
☎
０
９
５
２
㉓
８
９
３
１
）

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
５
２
◯
８
４
７
６
）

インフォメーション
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定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
や

運
動
な
ど
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
と
特
典
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
者　

特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

●

ポ
イ
ン
ト
・
付
与
対
象

▽
15
ポ
イ
ン
ト
　
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診

▽
５
ポ
イ
ン
ト
　
が
ん
検
診
の
受

　
診
（
１
種
類
に
つ
き
５
ポ
イ
ン

ト
。
２
種
類
ま
で
）、
週
１
回

以
上
の
定
期
的
な
運
動
の
実
施

※
対
象
期
間
は
１
月
１
日
〜
12
月

31
日

●

達
成
要
件　

25
ポ
イ
ン
ト
以
上

●

ポ
イ
ン
ト
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

金
の
返
礼

品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
か
ら

希
望
の
一
品
を
交
付

伊
万
里
市
国
保
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
案
内

●

ボ
ー
ナ
ス
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
申
込
者
が
、
前

年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
紹
介
し
、
紹
介
さ
れ
た
人
が

令
和
元
年
内
に
特
定
健
診
を
受

診
す
れ
ば
各
種
が
ん
検
診
（
前

立
腺
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
子
宮
、

乳
）
す
べ
て
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

（
令
和
２
年
度
が
ん
の
集
団
検

診
用
）
を
交
付

※
ポ
イ
ン
ト
特
典
・
ボ
ー
ナ
ス
特

典
は
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
兼
特
典
申
請

書
は
、
特
定
健
診
会
場
と
市
民

課
で
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
市
民
課
年
金
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

自
宅
に
薬
の
飲
み
残

し
は
あ
り
ま
せ
ん
か

住宅耐震診断費臨時補助・住宅耐震改修費補助
　大地震は、いつどこで起きてもおかしくあ

りません。市では、熊本地震で多くの古い住

宅が被害を受けたことから、市内にある住宅

や建築物の所有者などが耐震診断を行う場合

の住宅の耐震診断補助制度を臨時的に拡充す

るとともに、新たに耐震改修補助制度をス

タートさせました。

　耐震診断や耐震改修の実施を促進し、建物

の耐震性への不安解消と、震災に強いまちづ

くりを目的とした制度です。

※耐震診断費臨時補助制度は令和２年まで

です。

● 補助対象
　昭和 56 年５月 31 日以前に建築または工

事に着手した、所有者自らが居住する１戸
建て住宅

● 補助内容
　耐震診断費用の６分の５を補助します。

　耐震診断の結果、耐震性が不足していた場合、耐震改修
費用（限度額 280 万円）の 23％を補助します。

※詳しい申請の方法や耐震診断については市のホームペー
ジに掲載しています。

● 問合先　都市政策課建築住宅係（　 ☎㉓２４６４）

【現況図面がある場合】
耐震診断費　６万円
補助額　　　５万円
自己負担額　１万円

【現況図面がない場合】
耐震診断費　　　９万円
補助額　　　７万５千円
自己負担額　１万５千円

【例１】
工事費用　　 100 万円
補助額　　　　23 万円
自己負担額　　77 万円

【例２】
工事費用　　　　350 万円
補助額　　　  64 万４千円
自己負担額　285 万６千円

トップページで 耐震診断 検索 ➡
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　『
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
に
元
号

が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
５

月
１
日
以
降
に
本
市
が
発
出
す
る

文
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、

文
書
に
よ
っ
て
は
『
平
成
31
年
度
』

と
表
示
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
改
元
日
以
前
に
作
成
し

た
文
書
に
お
い
て
、『
平
成
』
を
用

い
て
改
元
日
以
降
の
年
を
表
示
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
有
効

な
も
の
と
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

インフォメーション

市
税
の
全
期
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す

　
令
和
元
年
度
か
ら
、市
県
民
税
（
普

通
徴
収
）
と
固
定
資
産
税
の
全
期

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し

た
経
済
状
況
の
中
で
、
税
収
の
早

期
確
保
と
納
税
意
識
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
た
現
代
で
は
、
納
付
の

利
便
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
導
入
時
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
自
治

体
で
制
度
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
特
別
徴
収

事
業
所
や
口
座
振
替
利
用
者
の
増

加
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
収
納
な
ど
、
納
付
方
法
が

多
様
化
し
利
便
性
が
向
上
す
る
な

ど
、
納
税
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
の
見
直
し
を
行
う
中
で
、

前
納
報
奨
金
の
財
源
に
つ
い
て

も
、
多
方
面
に
活
用
し
た
い
と
の

考
え
か
ら
、
制
度
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
、
早
期
に
納
付
さ
れ
て
い
た
皆

さ
ん
に
は
、
制
度
廃
止
へ
の
理
解

と
納
期
内
納
付
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
は
廃
止
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
一
括

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

納
付
方
法

▽
納
付
書

　
全
期
ま
た
は
期
別
の
い
ず
れ
か

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ー

コ
ー
ド
が
付
い
て
い
る
納
付
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
（
ヤ

フ
ー
ア
プ
リ
、
Ｐペ

イ

ビ

ー

ａ
ｙ
Ｂ
）
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

▽
口
座
振
替

　
全
期
前
納
か
ら
各
期
納
付
、
ま

た
は
各
期
納
付
か
ら
全
期
前
納

へ
納
付
方
法
を
変
更
す
る
人

は
、
税
務
課
で
変
更
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
が

な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
方
法
で
口
座
振
替
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
税
務
課
収
納
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

※
全
期
前
納
報
奨
金
と
は
、
市
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固
定
資

産
税
を
対
象
と
し
て
、
第
１
期

の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一

括
納
付
し
た
人
に
交
付
す
る
報

奨
金
の
こ
と
で
す
。

改
元
に
伴
う
市
文
書

の
取
り
扱
い

▽
年
表
示

　『
令
和
』
と
し
ま
す
。
初
年

の
表
示
は
『
令
和
元
年
』
と

し
ま
す
。

▽
年
度
表
示

　
改
元
日
以
降
は
当
年
度
全
体

を
通
じ
て
『
令
和
元
年
度
』

と
し
ま
す
。

オオキンケイギクは『特定外来生物』です

　オオキンケイギクは５月から７月ごろにかけて鮮やかな黄色い花をつけ、道端や河原などでよく見かけま
す。しかし、きれいな花だからといって、自宅の庭や花壇には絶対に植えないでください。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響を及ぼすおそれがある植物として、外来生物法による『特
定外来生物』に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されています。
　オオキンケイギクが庭などに生えているのを見
かけたら駆除しましょう。しかし、オオキンケイ
ギクは生きたまま移動させる、保管するなどの行
為が禁止されています。処理をする際には、根か
ら引き抜いたものを２、３日天日にさらして枯死
させるなどしたあとで、燃えるごみとして処分し
てください。場所によっては、除草剤による駆除
も効果的です。繁殖が広がらないようにするた
めには、種子をつける前に駆除することが望ま
れます。
● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

オオキンケイギク
提供：九州地方環境事務所
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●

対
　
象
　
①
〜
⑧
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
外
に
２
年
以
上
居
住
し
て
い

た
人
で
、
平
成
30
年
７
月
１
日

以
降
に
市
内
に
転
入
し
、
転
入

後
６
か
月
以
内
に
市
内
の
中
小

企
業
な
ど
に
常
用
労
働
者
と
し

て
就
職
し
た
人
、
ま
た
は
、
平

成
30
年
７
月
１
日
以
降
に
市
内

の
中
小
企
業
な
ど
に
常
用
労
働

者
と
し
て
就
職
し
、
就
職
後
６
か

月
以
内
に
市
内
に
転
入
し
た
人

②
６
か
月
以
上
継
続
し
て
市
内
の

中
小
企
業
な
ど
で
就
業
し
た
人

で
、
以
降
継
続
し
て
就
業
が
見

込
ま
れ
る
人

③
転
入
日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人

④
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥
転
勤
や
季
節
労
働
に
よ
る
一
時

的
な
転
入
で
は
な
い
人

⑦
国
家
公
務
員
ま
た
は
地
方
公
務

員
で
な
い
人

⑧
過
去
に
当
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

奨
励
金
額  

１
人
に
つ
き
20
万
円

●

問
合
先
　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

就
活
支
援
室（ 

　
☎
㉓
２
１
８
４
）

ふ
る
さ
と
伊
万
里

就
業
奨
励
金
制
度

　
日
本
航
空
株
式
会
社
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

九
州
支
社
販
売
部
で
統
括
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
山
口
良よ

し

明あ
き

さ
ん

が
、
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
、
４
月
１
日
、
市
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と
、

観
光
振
興
や
人
材
育
成
な
ど
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

Ｌ
。
山
口
さ
ん
は
協
定
に
基
づ
く

３
人
目
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
３

月
に
退
任
し
た
三
輪
宗
一
郎
さ
ん

の
後
任
と
し
て
、
伊
万
里
の
観
光

戦
略
へ
の
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
山
口
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
伊
万
里

を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
い
ろ
ん
な
役
割
が
考
え
ら
れ

る
が
、
で
き
る
こ
と
に
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
山
口
良
明
さ
ん

深浦弘信市長から委嘱状を受け取る
山口さん（左）

市
役
所
庁
舎
進
入
路
で
の

安
全
確
認
の
お
願
い

　
来
庁
す
る
人
や
車
の
安
全
確
保

の
た
め
、
市
役
所
庁
舎
進
入
路
の

白
線
を
引
き
直
し
ま
し
た
。
車
で

来
庁
す
る
際
は
徐
行
し
、
道
路
の

案
内
表
示
に
従
っ
て
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　

　
財
政
課
管
財
係

（ 

　
☎
㉓
２
１
１
３
）

白線を引き直した市役所庁舎進入路

月　日 場　所 時　間

６月４日（火）

大 坪 公 民 館 　9：00 〜 　9：30

市 民 会 館 10：00 〜 10：30

牧 島 公 民 館 11：00 〜 11：20

６月６日（木）

立 花 公 民 館 　9：00 〜 　9：20

大 川 内 公 民 館 　9：30 〜 　9：50

松 浦 公 民 館 10：10 〜 10：30

大 川 公 民 館 10：50 〜 11：10

南 波 多 公 民 館 11：30 〜 11：50

波 多 津 公 民 館 13：00 〜 13：20

黒 川 公 民 館 13：40 〜 14：00

山 代 公 民 館 14：20 〜 14：40

東 山 代 公 民 館 15：00 〜 15：20

二 里 公 民 館 15：40 〜 16：00

※どの場所でも受けられます。
※予防注射の通知ハガキが届いている人は必ず持参してください。
※上記の日程で受けられない場合は、獣医科医院などで済ま
　 せ、環境課で注射済票（550 円）の交付を受けてください。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
再
度
実

施
し
ま
す
。
５
月
12
日
（
日
）
ま

で
の
通
常
期
間
（
日
程
や
場
所
は

広
報
伊
万
里
３
月
号
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
済
ま
せ
て
い

な
い
飼
い
主
は
、
最
寄
り
の
場
所

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
各
町
（
地
区
）
公
民

館
で
の
実
施
は
今
回
が
最
後
と
な

り
ま
す
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

● 料　金
　予防注射　3,150円（注射済票代含む）
※新しく犬を飼った場合は、別途登録料
　（3,000 円）が必要です。
● 市内の獣医科医院など
　▷あっぷる動物病院　▷おさ動物病院
　▷鈴木犬猫病院　▷田中動物病院
　▷冨沢動物病院　▷山口獣医科医院
　▷伊万里有田地区農業共済組合
　▷Ｉ．ＤＡＣ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
再
実
施
し
ま
す

インフォメーション
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ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

鉛
筆
削
り
器
　
22
個

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

▼

大
川
小
学
校
体
育
館
暗
幕　

８
枚

　
大
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

水
害
へ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
に
、
貴
重
品
、
衣
類
、
非

常
用
食
品
な
ど
を
準
備
し
、
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
『
わ
が
ま

ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』
で

避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災

マ
ッ
プ
』
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
土
木
管
理
課
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
４
８
４
）

５
月
は
水
防
月
間
で
す

　
建
物
火
災
に
際
し
、
逃
げ
遅
れ

た
住
人
を
助
け
た
と
し
て
、
３
月

22
日
、
伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部

は
、
立
石
潤
さ
ん
（
東
山
代
町
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、
立
石
さ
ん
は
自
身

が
入
居
す
る
共
同
住
宅
で
、
火
元

と
な
っ
た
部
屋
か
ら
助
け
を
求
め

て
い
た
高
齢
の
女
性
を
ベ
ラ
ン
ダ

伝
い
に
救
出
。
さ
ら
に
、
火
災
に

気
付
い
て
い
な
か
っ
た
別
の
部
屋

に
住
む
高
齢
の
女
性
に
対
し
て

も
、
避
難
を
呼
び
か
け
誘
導
し
ま

し
た
。 消

防
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

↑伊万里・有田消防本部で感謝状
を贈呈された立石さん（中央）

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
立
石
さ

ん
は
、「
無
我
夢
中
で
し
た
。
助
け

ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
素
直
に
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
、
伊
万
里
・
有
田
焼

伝
統
工
芸
士
会
伊
万
里
地
区
の
会

員
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
深
浦

弘
信
市
長
に
各
種
受
賞
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

 

市
川
浩
二
さ
ん
は
、
第
21
回
日
本

伝
統
工
芸
士
会
作
品
展
で
広
川
町

長
賞
を
、
青
木
妙
子
さ
ん
と
梶
原

真
理
江
さ
ん
は
、
平
成
30
年
度
伝

統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
等
表
彰

で
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
産
業
大
臣
表

彰
、
九
州
経
済
産
業
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
工
芸
士
会
伊
万
里
地
区
の
会
員
が

経
済
産
業
大
臣
表
彰
な
ど
を
受
賞

↑深浦市長に目録を手渡す松尾さん

受賞を報告した市川さん（右から２人目）、青
木さん（同３人目）、梶原さん（同４人目）

　
港
湾
運
送
事
業
な
ど
を
手
が
け

る
株
式
会
社
奈
雅
井
（
山
代
町
）

が
、
伊
万
里
港
の
振
興
の
た
め
に

と
、
１
０
０
０
万
円
を
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。
３
月
18
日
、
市
役
所

を
訪
問
し
、
深
浦
弘
信
市
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
今
泉
清
美
代
表
取

締
役
社
長
は
、「
伊
万
里
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
は
３
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
今
後
も
努
力

し
て
多
く
の
荷
物
を
取
り
扱
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
深
浦

市
長
は
、「
伊
万
里
港
の
発
展
は
市

の
最
重
要
課
題
。
寄
付
金
を
有
効

に
使
い
、
発
展
の
起
爆
剤
に
し
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

株
式
会
社
奈
雅
井
が
伊
万
里
港
の
振
興
の
た
め
に
寄
付

　
４
月
３
日
、
肉
用
牛
の
牧
場
を

経
営
す
る
松
尾
勝
馬
さ
ん
（
黒
川

町
）
が
、
伊
万
里
牛
の
生
産
振
興

な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市

に
１
０
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。
松
尾
さ
ん
は
昨
年
も
同
額
を

市
に
寄
付
し
て
お
り
、
今
回
が
２

回
目
と
な
り
ま
す
。
市
役
所
を
訪

れ
た
松
尾
さ
ん
は
、
深
浦
弘
信
市

長
に
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
農
業
も
変
化

し
て
い
る
。
新
し
い
時
代
の
農
業

に
応
じ
た
生
産
者
の
支
援
な
ど
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

松
尾
勝
馬
さ
ん
が
寄
付

「
畜
産
業
の
振
興
な
ど
に
役
立
て
て
」

↑深浦市長から感謝状を贈られる今泉社長

インフォメーション
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子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います。

▷日　時　５月 15 日（水）
　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センターリハーサル室
②お誕生会（要申込）５月生まれ
　の乳幼児とその保護者
▷日　時　５月 22 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

り
、
訓
練
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●

問
合
先

　
防
災
危
機
管
理
課
防
災
危
機
管

理
係
（
　
☎
㉓
２
１
３
０
）

●

日
　
時
　
６
月
９
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
講
演
ほ
か

▽
講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
益
城
だ
い
す
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
き
ま
ま
に

　
代
表
理
事
　
吉
村
　
静
代
さ
ん

▽
講
演
内
容

　
熊
本
地
震
で
の
体
験
談
な
ど

●

問
合
先

　
防
災
危
機
管
理
課
防
災
危
機
管

理
係
（
　
☎
㉓
２
１
３
０
）

●

日
　
時
　
５
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●

場
　
所

　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院

●

内
　
容
　
血
管
年
齢
・
ス
ト
レ

ス
度
測
定
、
栄
養
相
談
な
ど

●

参
加
料
　
無
料
（
粗
品
を
準
備

し
て
い
ま
す
。）

●

問
合
先
　
伊
万
里
有
田
共
立
病

院
（
☎
㊻
２
１
２
１
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

相
撲
、
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
、
ア
ジ
ャ
タ
、
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●

問
合
先
　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

　
国
（
消
防
庁
）
に
よ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
使
用
し
た
全
国
一
斉
伝
達
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。

●

日
　
時
　
５
月
15
日
（
水
）

午
前
11
時

※
広
範
囲
で
の
地
震
や
本
市
で
の

大
雨
な
ど
の
気
象
条
件
に
よ

　
市
制
の
節
目
に
開
催
し
て
い
た

市
民
体
育
祭
を
見
直
し
、
伊
万
里

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　
伊
万
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
各
種
目
団
体
な
ど
が
各

町
対
抗
で
開
催
し
て
い
る
13
種
目

の
大
会
の
成
績
に
対
し
て
得
点
を

与
え
、
１
年
間
の
合
計
得
点
で
各

町
の
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
初
代
王
座
を
目
指

し
、
各
町
団
結
し
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●

種
　
目
　
陸
上
、
軟
式
野
球
、

防
災
行
政
無
線
を

活

用

し

た

訓

練

お
知
ら
せ

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

子育て支援センターに
遊びにきませんか

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

防

災

講

演

会

伊
万
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

『
看
護
の
日
・
看
護

週
間
』
イ
ベ
ン
ト
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暮らしのチャンネル

〒848-0035 伊万里市二里町大里乙1766 番地 4　アップパートナーズ内

成年後見
℡：0955-25-9355 
URL：http://www.hearttrust.co/ 佐賀県司法書士会所属

相　　続 遺　　言

贈　　与 登記全般

家族信託

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

●

日
　
時
　
５
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
開
式

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
。
自
家
用

車
利
用
の
場
合
は
で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
０
）

●

日
　
時
　
５
月
20
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
療
育
手
帳
（
再
判
定

の
み
）
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
、
年
金
、
職
業
、
生
活
な

ど
に
関
す
る
相
談

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

※
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
、
定
員
（
10
人
程
度
）
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

納
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
巡
回
相
談

軽

自

動

車

税

の

納
付
は
お
早
め
に

●

口
座
振
替
日
　
５
月
27
日
（
月
）

※
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
な
ど
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
申
請
で
き
ま

す
。
申
請
期
間
は
納
付
書
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

●

会
期
・
作
品
解
説
日
時
（
※
）

▽
前
期
【
絵
画
】

　
５
月
15
日
（
水
）
〜
19
日
（
日
）

※
５
月
19
日
（
日
）　
午
後
２
時

▽
中
期
【
書
】

　
５
月
22
日
（
水
）
〜
26
日
（
日
）

※
５
月
26
日
（
日
）　
午
後
２
時

▽
後
期
【
写
真
・
工
芸
】

　
５
月
29
日
（
水
）
〜

６
月
２
日
（
日
）

※
６
月
２
日
（
日
）

　
写
　
真
　
午
後
１
時

　
工
　
芸
　
午
後
２
時

●

観
覧
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
各
会
期
と
も
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

観
覧
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

市

美

術

展

　
４
月
１
日
か
ら
西
九
州
さ
せ
ぼ

広
域
都
市
圏
の
連
携
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
創
業
支

援
の
一
環
と
し
て
、
創
業
し
て
間

も
な
い
人
や
創
業
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
佐
世
保
市
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
へ
の
入
居
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
入
居
に
際
し

て
は
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
市
の
創
業
支
援
に
つ
い
て

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商

工
振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

佐
世
保
市
の
創
業
支
援

施
設
が
利
用
で
き
ま
す

▽
佐
世
保
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　
佐
世
保
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
５
６
㉔
６
０
５
１
）

●

日
　
時
　
５
月
12
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

内
　
容
　
市
内
や
近
隣
市
町
在

住
の
日
本
人
・
外
国
人
が
、
音

楽
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先

　
日
本
語
教
室
い
ま
り
・
斉
藤

（
☎
㉓
２
３
５
８
）

多
文
化
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ

ン

サ

ー

ト

春の交通安全県民運動

◆運動のスローガン
　守ろう交通ルール　高めよう交通マナー
◆運動の重点
▷子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運

転者の交通事故防止
▷自転車の安全利用の推進
▷全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用の徹底
▷飲酒運転の根絶
▷追突事故の防止
◆市内の交通事故発生状況〈４月 10 日現在〉
　　　　　　　　　　前年同期比
 ・人身事故　110 件  （　− 17 件）
 ・死　　者　    1 人  （　  ＋ 1 人）
 ・傷　　者　139 人  （　− 39 人）

● 問合先　総務課行政係（☎㉓２１２３）

交通事故（死）ゼロを目指す日　５月 20 日（月）

５月 11 日（土）〜 20 日（月）
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●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

日
　
程
　
６
月
11
日
か
ら
12
月

５
日
ま
で
の
原
則
と
し
て
毎
週

火
・
木
曜
日
（
全
47
回
）

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
９
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

対
　
象
　
聴
覚
障
害
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る
人

●

内
　
容
　
聴
覚
障
害
者
の
生
活
や

福
祉
へ
の
理
解
・
認
識
を
深
め
、

手
話
の
基
礎
知
識
（
自
己
紹
介
や

日
常
会
話
な
ど
）
を
習
得
す
る
。

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度

●

応
募
方
法
　
電
話
ま
た
は
来
庁

●

募
集
期
限
　
５
月
28
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

開
催
日
　
６
月
８
日
（
土
）

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場

ほ
か

●
チ
ー
ム
編
成  

１
チ
ー
ム
５
〜
７
人

●

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
５
月
28
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
各
町
（
地
区
）

公
民
館
、
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
７
）

●

対
　
象
　『
体
を
動
か
す
』、『
作

る
』、『
学
ぶ
』
な
ど
の
指
導
が
で

き
る
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び

近
隣
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

●

応
募
方
法
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

●

講
座
の
開
催
　
選
考
の
う
え
、

開
催
を
決
定
し
て
か
ら
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
講
料
な
ど

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
希
望
事

項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
使
用
料
　
無
　
料

暮らしのチャンネル

広告

募
　
　
集

▽
受
講
者
募
集
時
期

　
６
月
〜
８
月
、
10
月
〜
12
月

※
開
催
時
期
が
令
和
２
年
以
降
の

場
合
は
、
２
か
月
前
ま
で
に
募

集
し
ま
す
。

●

募
集
期
間
　

▽
前
　
期
　
５
月
７
日
（
火
）

〜
31
日
（
金
）

▽
後
　
期

　
７
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　sh

im
in

-

sen
ta@

city.im
ari.lg.jp

●

研
修
地
　
沖
縄
本
島
・
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容
　
海
洋
研
修
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

　
７
月
26
日
（
金
）
〜
31
日
（
水
）

●

募
集
人
数
・
参
加
費

▽
小
学
５
・
６
年
生
　
24
人

４
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生
　
６
人
　
５
万
円

▽
高
校
生
　
若
干
名
　
３
万
円

●

募
集
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
申
込
書
を
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
町
（
地

区
）
公
民
館
に
提
出

※
申
請
書
は
右
の
施
設
に
備
え
付
け

て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
　
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

　
新
成
人
に
な
る
皆
さ
ん
、
成
人
式

を
自
ら
企
画
し
、
思
い
出
に
残
る
式

典
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容
　
令
和
２
年
１
月
12

日
（
日
）
に
開
催
す
る
成
人
式

の
企
画
、
式
典
の
運
営

●

応
募
要
件

　
令
和
２
年
成
人
式
対
象
者
（
平

成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

７
月
以
降
に
開
催
す
る
会
議
な

ど
（
主
に
平
日
の
夜
開
催
）
に

参
加
で
き
る
人

●

募
集
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

伊

万

里

サ

マ

ー

キ

ャ

ン

プ

参

加

者

伊
万
里
市
成
人
式
の

実

行

委

員

カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
講
座

指

導

者
（

講

師

）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

● 日　時　６月 16 日（日）
午後３時〜午後７時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日
参加者のみに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結
婚を機に伊万里市に住む意思がある
30 代の独身の人

● 参加料　1,500 円（軽食代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各６人
※応募多数の場合は抽選
● 募集期限　６月６日（木）
● 応募・問合先
　伊万里暮らし応援課内　市婚活応援

推進協議会（ 　☎㉓２９５０）
※メールアドレス
　deai@city.imari.saga.jp

クッキング婚

婚活イベント ♥♥
30代限

定

手

話

奉

仕

員

養
成
講
座
受
講
者

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

名入れカレンダー印刷、
はじめました。

見 本見 本
税抜99円から300冊

以上で １冊

大切なお客様への年末の
ご挨拶やプレゼントに最適！

お店や会社の名前を入れて
アピール出来ます！

犬、猫の写真入りで
とっても可愛いデザイン！

1冊99円からなので
安くてとってもお得！

株式会社三光 sanko47.shop 検 索

6月より
販売開始!!
（予定）

会社やお店の宣伝に、年末のご挨拶に。贈って
喜ばれる名入れカレンダーはいかがでしょうか。

広告

５月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

日 巡 回 場 所 時　間

14 日
・

28 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

15 日
・

29 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

16 日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

17 日
・

31 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 14:00~
JA 前平出張所 14:00~

31 日 デ イ な が や ま 14:40~

17 日 デイあさひ／かりん 15:00~

日 巡 回 場 所 時　間

７日
・

21 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

８日
・

22 日
（水）

大川内町鼓バス停横 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

10 日
・

24 日
（金）

波多津公民館 11:30~

JA 大 川 支 所 14:30~

24 日 大 川 公 民 館 14:00~

10 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

９日
（木）

こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 14:00~

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

『仕事論』
藤村 忠寿・

嬉野 雅道／著
総合法令出版

新刊案内
　
北
海
道
ロ
ー
カ
ル
局
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
大
ヒ
ッ
ト
番
組
『
水
曜
ど
う

で
し
ょ
う
』。
そ
の
名
物
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
で
あ
る
著
者
二
人
が
、
仕
事
に

対
す
る
考
え
方
な
ど
を
語
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
仕
事
に
も
必
要
な
の
は
、

経
験
を
元
に
蓄
積
さ
れ
る
説
得
力
。

「
居
心
地
の
良
い
場
所
は
自
分
で
作

る
！
」
と
快
活
で
正
直
に
語
ら
れ
る

内
容
は
、
と
き
に
耳
が
痛
く
も
あ
り
、

と
き
に
余
計
な
肩
の
力
を
抜
い
て
く

れ
ま
す
。
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
に
薦
め
た
い
一
冊
で
す
。森山 京／作

100％ ORANGE ／絵
のら書店

『おばあちゃんの
わすれもの』

１・３・４・６・13・20・27 日
23 日（館内整理休館）

５月の休館日

『スマート利用券』を知っていますか

　市民図書館は、昨年の蔵書点検期間中に
ホームページをリニューアルしました。そ
れに伴い、スマートフォン用のサイトを新
たに開設しました。
　スマートフォンのサイトでも通常のホー
ムページと同じように資料の検索・予約、
貸し出し期間の延長などができます。また、
新しいサービスとして、利用カードに記載
されている９桁の番号とパスワード（通常
は和暦の生年月日で登録）でログインする
と、スマートフォンの画面上に利用券を読
み出すことができます。スマートフォンひ
とつで資料の貸し出しができるため、大変
便利です。操作方法などは気軽に図書館ま
で問い合わせてください。

　
こ
ぶ
た
の
ト
ン
タ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
膝
の
治
療
の
お
供
で
、
ニ
ギ
ヤ

カ
マ
チ
へ
出
か
け
ま
す
。
帰
り
は
お

店
に
寄
り
道
で
す
。
カ
フ
ェ
で
お
い

し
い
ア
イ
ス
を
食
べ
て
バ
ス
乗
り
場

へ
行
く
と
、「
杖
が
な
い
！
」
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
持
っ

て
き
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
ト
ン
タ

は
勢
い
よ
く
駆
け
出
し
、
カ
フ
ェ
の

扉
を
再
び
開
け
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
大
事
な
杖
は
ど
こ
に
？
ト
ン
タ

の
小
さ
な
冒
険
が
始
ま
り
ま
す
。

保
健
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民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

31 2019.5広報伊万里



※過去に受けたことがある人は、対象になりません。
● 対象者（助成の対象となる人）

※60歳以上 65歳未満の人で、心臓・腎臓、呼吸器などに障害があり身体
障害者手帳１級に相当する人は、対象になります。

● 接種回数　　１回
● 自己負担額　3,000 円（生活保護世帯の人は、生活保護受給証明書の

添付があれば無料）
● その他
▷対象年齢に該当しない場合は、市の助成はありません。全額自己負担で、

任意接種として受けることができます。医療機関に問い合わせてください。

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

暮らしのチャンネル

◆期　日　５月 20 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、栄養、
　むし歯予防などの育児相談

◆日　時　５月 27 日（月）
　午前 10 時〜 11 時 30 分

◆内　容　離乳食の進め方や調
　理方法、離乳食に関する相談
※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　５月 17 日（金）
　午後６時 30 分〜８時 30 分

◆内　容　妊婦疑似体験や沐浴
　実習、助産師による母乳育児
　の話など
※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　５月 14 日（火）
　午前９時〜午後３時

◆内　容　管理栄養士、保健師
　による個別相談
※予約が必要です。

◆日　時　５月 14 日（火）
　午前９時〜午後３時

◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
31
年
２
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
30
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
29
年
10
月
生
ま
れ

５
月
９
日
（
木
）

▽
平
成
29
年
11
月
生
ま
れ

６
月
６
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
化
物
塗
布
を

行
い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
９
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
16
日
（
木
）

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
正
午
か

ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
問
診
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
た
め
、
ま
た
自
分
の
身
体
の
状

態
を
知
る
た
め
に
、
健
（
検
）
診

は
毎
年
（
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に

１
回
）
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、

本
紙
20
・
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

健

康

診

査

・

各

種

が

ん

検

診

市
民
図
書
館
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健
だ
よ
り

市
民
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談
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か
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接種対象年齢（出生年月日）
  65 歳 昭和 29 年４月２日〜昭和 30 年４月１日生まれの人
  70 歳 昭和 24 年４月２日〜昭和 25 年４月１日生まれの人
  75 歳 昭和 19 年４月２日〜昭和 20 年４月１日生まれの人
  80 歳 昭和 14 年４月２日〜昭和 15 年４月１日生まれの人
  85 歳 昭和　９年４月２日〜昭和 10 年４月１日生まれの人
  90 歳 昭和　４年４月２日〜昭和　５年４月１日生まれの人
  95 歳 大正 13 年４月２日〜大正 14 年４月１日生まれの人
100 歳 大正　８年４月２日〜大正　９年４月１日生まれの人

101 歳以上 大正　８年４月１日以前生まれの人

高齢者の肺炎球菌予防接種を受けましょう

● 令和元年度高齢者の肺炎球菌予防接種実施医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
伊万里有田共立病院 ㊻ 2121 小島医院（波多津） ㉕ 0038 伸びる・こじまクリニック ㉔ 3131
伊万里松浦病院 ㉘ 3100 小島病院（黒川） ㉗ 2121 日高医院 ㉓ 5263
大川野クリニック ⑳ 8060 助廣医院 ㉔ 2023 泌尿器科いまりクリニック ㉒ 9680
岡村医院 ㉒ 2304 鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366 古川内科クリニック ㉑ 0730
おぜきホームクリニック ㉕ 8030 隅田病院 ㉓ 3167 堀田病院 ㉓ 3224
小副川医院 ㉒ 4114 立石医院 ㉘ 0007 前田病院 ㉓ 5101
加茂医院 ㉓ 2014 たなか内科クリニック ㉒ 5800 水上医院 ㉘ 3714
口石病院 ㉓ 2504 夏秋医院 ㉓ 2032 山口病院 ㉓ 5255
ケンジンＳＰＡクリニック ㉒ 7771 西田病院 ㉘ 1111 山元記念病院 ㉓ 2166

　 離 乳 食 教 室　
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

ガスの上手な使い方
ガスコンロを使うとき、早く沸騰・加熱できるように強火ばかり使っては
いませんか。コンロの炎は鍋底からはみ出た分だけガスの無駄遣いにな
り、熱効率ははみ出す前の火力と変わりません。コンロの炎がはみ出さな

いように強火から中火にした場合、年間でガス 2.38 ㎥の省エネ、二酸
化炭素 5.4 ㎏の削減に貢献でき、約 410 円の節約になります。コン
ロの掃除を定期的に行うと、さらに省エネ効果を得ることができますよ。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

５月の市民相談

『憲法週間』の行事として無料法律相談会を開催します

● 日　時　５月 10 日（金）
▷午前の部　午前 10 時〜午後 0 時 30 分
※相談者の人数によっては午後の部で受け付ける場合があります。
▷午後の部　午後１時〜３時（受付は午後２時 30 分まで）
● 場　所　佐賀県弁護士会館（佐賀市中の小路７番 19 号）
● 相談内容　金銭、土地、建物、交通事故、架空請求、振込詐欺、
　相続、夫婦・親子関係、成年後見など
※時間は１人 20 分程度。予約は不要で、先着順で受け付けます。
● 問合先　佐賀地方・家庭裁判所総務課（☎ ０９５２㊳５６０４）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（８日・22 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（15 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（16 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（７日・21日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（９日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※正午〜午後
１時を除く

消費生活セ
ンター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（14 日・26 日）

午前９時〜午
後８時（14日）
午前９時〜正
午（26 日）

税務課 税務課
㉓２１５２

年金相談
※要予約

金曜日
※祝日は除く

午前９時30分〜
午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（23 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課障害

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課障害
福祉係

女性相談
※面談は要予約

月・水・金曜日
※祝日は除く

午前 ９ 時〜
午後３時 45 分

相談電話番号
㉒６７６３

72

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

● カラオケ三本椿 カラオケ発表会

　18 日（土）午前 10 時開演 

（☎㉓７７６０）

● 伊万里市戦没者追悼式

　23 日（木）午前 10 時開式

（☎㉓２１２０）

● チャリティー映写会
　　〜『しゃぼん玉』〜
　25 日（土）①午後２時 30 分開演

　　　　　　  ②午後６時 30 分開演

（☎㉒７５５０）

● 特別上映会〔のぼりがまのおへや〕

　５日（日・祝）午後２時 30 分

　『サンリオ映画シリーズ　親子ねずみの

　  不思議な旅』（86 分）

● 一般上映会〔ホール〕

　９日（木）・26 日（日）午後２時 30 分

　『間諜最後の日』（84 分）

● 図書館フレンズいまり総会

　11 日（土）午後１時 30 分

● 多文化ジョイントコンサート〔ホール〕

　12 日（日）午後２時

● 佐賀県看護協会北部地区支部主催
『看護の日』イベント

　18 日（土）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　19 日（日）午後２時 30 分

　『あらしのよるに　ひみつのともだち』

（50 分）

５月の行事

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６
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編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 41 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

平成 31 年４月１日現在
● 人口　54,848 人　 （− 202）
　　男　26,525 人　 （−   97）
　　女　28,323 人　 （− 105）
● 世帯　23,391 世帯（＋   13）

（　）は前月比

人の動き 　「
新
し
い
元
号
は
『
令
和
』
で
あ
り
ま

す
」。
４
月
１
日
、
菅
官
房
長
官
に
よ
る

新
元
号
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
予
想
は
ど
う
で
し
た
か
。
発
表
か
ら
１

か
月
が
た
つ
と
と
も
に
、
私
事
で
す
が
、

広
報
係
に
異
動
し
て
１
か
月
が
た
ち
ま
し

た
。
こ
の
５
月
号
は
私
の
広
報
伊
万
里
の

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
あ
り
、『
令
和
』
に
な
っ

て
初
の
発
行
で
も
あ
り
、
時
代
の
節
目
に

執
筆
で
き
る
の
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
さ

て
、
４
月
21
日
に
市
議
選
が
あ
り
、
８
年

ぶ
り
に
女
性
議
員
が
２
人
に
な
り
ま
し

た
。
実
は
、
今
こ
の
文
を
書
い
て
い
る
私

も
、
市
の
広
報
担
当
者
と
し
て
は
珍
し
い

女
性
で
す
。
縁
が
あ
っ
て
配
属
と
な
っ
た

広
報
係
。
き
っ
と
、
新
た
な
環
境
で
成
長

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
編
集
者
と
し
て
は
『
１
年

生
』
の
新
米
職
員
で
す
が
、
女
性
の
目
線

も
取
り
入
れ
つ
つ
、
市
の
情
報
や
魅
力
を

発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
智
）
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国際アマチュア陶芸展伊万里2019

◆一般の部
▷鍋島大賞　増田　淳

じゅん

三
ぞう

 （京都府京都市）

▷優秀賞　　木
き

島
じ ま

瑠璃子 （大分県豊後大野市）

▷特別賞　　荒木 　織
おり

賀
が

 （奈良県北葛城郡）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　副島　優
ゆう

花
か

 （大川内小学校３年）

▷特別賞　　大
おお

串
ぐし

　歩
あゆ

夢
む

 （有田中部小学校４年）

　　　　　　副島　那
な

月
つき

 （大川内小学校２年）

　国際アマチュア陶芸展伊万里 2019 が、３月 23 日
から４月６日まで、大川内山の伊万里・有田焼伝統産
業会館で開催されました。最終回となった 36 回目の今
回、一般の部に 81 点、子どもの部に 249 点の作品が
出展されました。
　作品展示に先立つ３月８日に審査会が行われ、中里
太郎右衛門さん、今泉今右衛門さん、酒井田柿右衛門
さんなど５人の審査員が厳正に審査。鍋島大賞など各
賞が決定しました。入賞者は次のとおりです（敬称略。
学年は出展時〔平成 30 年度〕）。

　下が乾いたら上を積んでいくという作
業を、集中して継続するのが大変でした。

『佐賀の三右衛門』の先生方に審査してい
ただける貴重な陶芸展が終わるのは残念
ですが、これからも陶芸を続けたいです。

鍋 島 大 賞一 般 の 部

【作品名】
　悠久の譜

うた

京都府京都市
　増田　淳三 さん

　かめの甲羅に家族の顔を描くのが難し
かったです。お父さんと弟はかっこよく、
お母さんと妹はかわいく描きました。顔が
本物のかめとそっくりに出来上がったの
で、とても気に入っています。

優 秀 賞子 ど も の 部

【作品名】
　スペシャルかめ

大川内小学校
　副島　優花 さん

『一般の部』受賞者の皆さん

『子どもの部』受賞者の皆さん


